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調査実施概要 

 
 
調査対象：株式会社ディスコの協力により全国の主要企業 16,233 社 
 
調査時期：2019 年 6 月 14 日～7 月 12 日 
 
調査方法：インターネットによる回答（匿名） 
 
回答社数：849 社 
【本社所在地】 
北海道 東北 南関東 北関東・甲信 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 海外 

91 社 53 社 388 社 41 社 12 社 87 社 93 社 40 社 11 社 31 社 2 社 

           

【従業員規模】 【業種】 
～99 人 100～299人 300～999人 1,000 人～ 製造業 情報通信業 卸売業，小売業 その他 

152 社 278 社 249 社 170 社 217 社 166 社 141 社 325 社 

 
調査機関 
 調査主体：北海道大学高等教育推進機構准教授 亀野 淳 
 調査協力：株式会社ディスコ キャリタスリサーチ 
 調査運営：株式会社クロス・マーケティング 
 



Q1_1

回答数 ％

849 100.0 

1 採用した 765 90.1 

2 採用しなかった 84 9.9 

Q1_2

回答数 ％

765 100.0 

1 四年制大学（文系） 664 86.8 

2 四年制大学（理系） 553 72.3 

3 大学院（文系） 108 14.1 

4 大学院（理系） 301 39.3 

Q1_3_1

回答数 ％

664 100.0 

　平均値 15.10 

　最小値 1.00 

　最大値 830.00 

Q1_3_2

回答数 ％

553 100.0 

　平均値 8.83 

　最小値 1.00 

　最大値 231.00 

Q1_3_3

回答数 ％

108 100.0 

　平均値 933.20 

　最小値 1.00 

　最大値 99999.00 

Q1_3_4

回答数 ％

301 100.0 

　平均値 12.89 

　最小値 1.00 

　最大値 350.00 

２０１９年３月卒の四年制大学または大学院から新規学卒者を採用しましたか。以下の選択肢の中か
ら当てはまるものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

２０１９年３月卒の新規学卒者を採用した学校種について、以下の選択肢の中からあてはまるものを
すべて選択してください。なお、文系・理系の区分がわからない場合は文系を選択してください。
（ＭＡ）

全体

２０１９年３月卒の新規学卒者の採用者数について、その人数を記入してください。正確な人数がわ
からない場合はおおよそで結構です。／四年制大学（文系）（ＮＵ）

全体

２０１９年３月卒の新規学卒者の採用者数について、その人数を記入してください。正確な人数がわ
からない場合はおおよそで結構です。／四年制大学（理系）（ＮＵ）

全体

２０１９年３月卒の新規学卒者の採用者数について、その人数を記入してください。正確な人数がわ
からない場合はおおよそで結構です。／大学院（文系）（ＮＵ）

全体

２０１９年３月卒の新規学卒者の採用者数について、その人数を記入してください。正確な人数がわ
からない場合はおおよそで結構です。／大学院（理系）（ＮＵ）

全体
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Q1_4_1

回答数 ％

664 100.0 

1 確保できた 306 46.1 

2 ほぼ確保できた 210 31.6 

3 あまり確保できなかった 115 17.3 

4 ほとんど確保できなかった 33 5.0 

Q1_4_2

回答数 ％

553 100.0 

1 確保できた 214 38.7 

2 ほぼ確保できた 177 32.0 

3 あまり確保できなかった 128 23.1 

4 ほとんど確保できなかった 34 6.1 

Q1_4_3

回答数 ％

108 100.0 

1 確保できた 52 48.1 

2 ほぼ確保できた 40 37.0 

3 あまり確保できなかった 11 10.2 

4 ほとんど確保できなかった 5 4.6 

Q1_4_4

回答数 ％

301 100.0 

1 確保できた 143 47.5 

2 ほぼ確保できた 104 34.6 

3 あまり確保できなかった 45 15.0 

4 ほとんど確保できなかった 9 3.0 

Q1_5_1

回答数 ％

664 100.0 

1 確保できた 200 30.1 

2 ほぼ確保できた 327 49.2 

3 あまり確保できなかった 124 18.7 

4 ほとんど確保できなかった 13 2.0 

２０１９年３月卒の新規学卒者について、当初予定していた人数を確保できましたか。学校種ごとに
以下の選択肢の中から最も近いものを一つだけ選択してください。／四年制大学（文系）（ＳＡ）

全体

２０１９年３月卒の新規学卒者について、当初予定していた人数を確保できましたか。学校種ごとに
以下の選択肢の中から最も近いものを一つだけ選択してください。／四年制大学（理系）（ＳＡ）

全体

２０１９年３月卒の新規学卒者について、当初予定していた人数を確保できましたか。学校種ごとに
以下の選択肢の中から最も近いものを一つだけ選択してください。／大学院（文系）（ＳＡ）

全体

２０１９年３月卒の新規学卒者について、当初予定していた人数を確保できましたか。学校種ごとに
以下の選択肢の中から最も近いものを一つだけ選択してください。／大学院（理系）（ＳＡ）

全体

２０１９年３月卒の新規学卒者について、当初予定していたレベルの学生を確保できましたか。学校
種ごとに以下の選択肢の中から最も近いものを一つだけ選択してください。／四年制大学（文系）
（ＳＡ）

全体
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Q1_5_2

回答数 ％

553 100.0 

1 確保できた 162 29.3 

2 ほぼ確保できた 280 50.6 

3 あまり確保できなかった 95 17.2 

4 ほとんど確保できなかった 16 2.9 

Q1_5_3

回答数 ％

108 100.0 

1 確保できた 42 38.9 

2 ほぼ確保できた 52 48.1 

3 あまり確保できなかった 10 9.3 

4 ほとんど確保できなかった 4 3.7 

Q1_5_4

回答数 ％

301 100.0 

1 確保できた 109 36.2 

2 ほぼ確保できた 155 51.5 

3 あまり確保できなかった 34 11.3 

4 ほとんど確保できなかった 3 1.0 

Q1_6_1

回答数 ％

664 100.0 

1 部活動、サークル活動 32 4.8 

2 アルバイト経験 34 5.1 

3 インターンシップ経験 4 0.6 

4 ボランティア経験 0 0.0 

5 海外留学 5 0.8 

6 海外旅行 1 0.2 

7 国内旅行 0 0.0 

8 資格取得 6 0.9 

9 読書 0 0.0 

10 芸術活動 0 0.0 

11 友人関係 6 0.9 

12 経験の内容は問わないが、積極的に取り組んだ経験 490 73.8 

13 その他 16 2.4 

14 特に重視している経験はなし 70 10.5 

２０１９年３月卒の新規学卒者について、当初予定していたレベルの学生を確保できましたか。学校
種ごとに以下の選択肢の中から最も近いものを一つだけ選択してください。／大学院（文系）（Ｓ
Ａ）

全体

２０１９年３月卒の新規学卒者について、当初予定していたレベルの学生を確保できましたか。学校
種ごとに以下の選択肢の中から最も近いものを一つだけ選択してください。／大学院（理系）（Ｓ
Ａ）

全体

貴社が新規学卒者を採用するに当たって、学生のどのような経験を重視していますか。以下の選択肢
の中から、最も重視しているものを一つだけ選択して下さい。／四年制大学（文系）（ＳＡ）

全体

２０１９年３月卒の新規学卒者について、当初予定していたレベルの学生を確保できましたか。学校
種ごとに以下の選択肢の中から最も近いものを一つだけ選択してください。／四年制大学（理系）
（ＳＡ）

全体
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Q1_6_2

回答数 ％

553 100.0 

1 部活動、サークル活動 18 3.3 

2 アルバイト経験 14 2.5 

3 インターンシップ経験 8 1.4 

4 ボランティア経験 0 0.0 

5 海外留学 1 0.2 

6 海外旅行 1 0.2 

7 国内旅行 0 0.0 

8 資格取得 9 1.6 

9 読書 0 0.0 

10 芸術活動 0 0.0 

11 友人関係 6 1.1 

12 経験の内容は問わないが、積極的に取り組んだ経験 399 72.2 

13 その他 40 7.2 

14 特に重視している経験はなし 57 10.3 

Q1_7_1

回答数 ％

664 100.0 

1 基礎学力 53 8.0 

2 専門知識・技能 3 0.5 

3 外国語能力 5 0.8 

4 一般常識 8 1.2 

5 コミュニケーション能力 347 52.3 

6 プレゼンテーション能力 1 0.2 

7 実行力 16 2.4 

8 課題解決力 17 2.6 

9 論理的思考能力 33 5.0 

10 積極性 40 6.0 

11 主体性 83 12.5 

12 生活態度 0 0.0 

13 協調性 30 4.5 

14 ストレス耐性 10 1.5 

15 マナー 2 0.3 

16 リーダーシップ 5 0.8 

17 企画力 0 0.0 

18 情報収集能力 0 0.0 

19 社会的関心 1 0.2 

20 異文化対応力 0 0.0 

21 その他 10 1.5 

貴社が新規学卒者を採用するに当たって、学生のどのような経験を重視していますか。以下の選択肢
の中から、最も重視しているものを一つだけ選択して下さい。／四年制大学（理系）（ＳＡ）

全体

貴社が新規学卒者を採用するに当たってどのような能力・学力を重視していますか。以下の選択肢の
中から、重視しているものを上位３つまで選択して下さい。／四年制大学（文系）：１位（ＳＡ）

全体
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Q1_7_2

回答数 ％

664 100.0 

1 基礎学力 47 7.1 

2 専門知識・技能 3 0.5 

3 外国語能力 4 0.6 

4 一般常識 23 3.5 

5 コミュニケーション能力 102 15.4 

6 プレゼンテーション能力 9 1.4 

7 実行力 29 4.4 

8 課題解決力 38 5.7 

9 論理的思考能力 46 6.9 

10 積極性 86 13.0 

11 主体性 108 16.3 

12 生活態度 0 0.0 

13 協調性 94 14.2 

14 ストレス耐性 36 5.4 

15 マナー 9 1.4 

16 リーダーシップ 15 2.3 

17 企画力 3 0.5 

18 情報収集能力 3 0.5 

19 社会的関心 5 0.8 

20 異文化対応力 0 0.0 

21 その他 4 0.6 

Q1_7_3

回答数 ％

664 100.0 

1 基礎学力 50 7.5 

2 専門知識・技能 9 1.4 

3 外国語能力 12 1.8 

4 一般常識 31 4.7 

5 コミュニケーション能力 64 9.6 

6 プレゼンテーション能力 5 0.8 

7 実行力 36 5.4 

8 課題解決力 43 6.5 

9 論理的思考能力 46 6.9 

10 積極性 58 8.7 

11 主体性 73 11.0 

12 生活態度 3 0.5 

13 協調性 76 11.4 

14 ストレス耐性 97 14.6 

15 マナー 15 2.3 

16 リーダーシップ 18 2.7 

17 企画力 3 0.5 

18 情報収集能力 5 0.8 

19 社会的関心 13 2.0 

20 異文化対応力 3 0.5 

21 その他 4 0.6 

貴社が新規学卒者を採用するに当たってどのような能力・学力を重視していますか。以下の選択肢の
中から、重視しているものを上位３つまで選択して下さい。／四年制大学（文系）：３位（ＳＡ）

全体

貴社が新規学卒者を採用するに当たってどのような能力・学力を重視していますか。以下の選択肢の
中から、重視しているものを上位３つまで選択して下さい。／四年制大学（文系）：２位（ＳＡ）

全体
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Q1_7_4

回答数 ％

553 100.0 

1 基礎学力 62 11.2 

2 専門知識・技能 58 10.5 

3 外国語能力 0 0.0 

4 一般常識 7 1.3 

5 コミュニケーション能力 225 40.7 

6 プレゼンテーション能力 5 0.9 

7 実行力 10 1.8 

8 課題解決力 20 3.6 

9 論理的思考能力 52 9.4 

10 積極性 25 4.5 

11 主体性 51 9.2 

12 生活態度 0 0.0 

13 協調性 15 2.7 

14 ストレス耐性 7 1.3 

15 マナー 2 0.4 

16 リーダーシップ 6 1.1 

17 企画力 0 0.0 

18 情報収集能力 0 0.0 

19 社会的関心 1 0.2 

20 異文化対応力 0 0.0 

21 その他 7 1.3 

Q1_7_5

回答数 ％

553 100.0 

1 基礎学力 51 9.2 

2 専門知識・技能 38 6.9 

3 外国語能力 1 0.2 

4 一般常識 13 2.4 

5 コミュニケーション能力 97 17.5 

6 プレゼンテーション能力 6 1.1 

7 実行力 19 3.4 

8 課題解決力 32 5.8 

9 論理的思考能力 60 10.8 

10 積極性 46 8.3 

11 主体性 72 13.0 

12 生活態度 0 0.0 

13 協調性 62 11.2 

14 ストレス耐性 33 6.0 

15 マナー 3 0.5 

16 リーダーシップ 12 2.2 

17 企画力 2 0.4 

18 情報収集能力 0 0.0 

19 社会的関心 2 0.4 

20 異文化対応力 1 0.2 

21 その他 3 0.5 

貴社が新規学卒者を採用するに当たってどのような能力・学力を重視していますか。以下の選択肢の
中から、重視しているものを上位３つまで選択して下さい。／四年制大学（理系）：１位（ＳＡ）

全体

貴社が新規学卒者を採用するに当たってどのような能力・学力を重視していますか。以下の選択肢の
中から、重視しているものを上位３つまで選択して下さい。／四年制大学（理系）：２位（ＳＡ）

全体
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Q1_7_6

回答数 ％

553 100.0 

1 基礎学力 39 7.1 

2 専門知識・技能 47 8.5 

3 外国語能力 3 0.5 

4 一般常識 25 4.5 

5 コミュニケーション能力 73 13.2 

6 プレゼンテーション能力 1 0.2 

7 実行力 20 3.6 

8 課題解決力 33 6.0 

9 論理的思考能力 44 8.0 

10 積極性 48 8.7 

11 主体性 59 10.7 

12 生活態度 2 0.4 

13 協調性 63 11.4 

14 ストレス耐性 64 11.6 

15 マナー 8 1.4 

16 リーダーシップ 10 1.8 

17 企画力 4 0.7 

18 情報収集能力 5 0.9 

19 社会的関心 4 0.7 

20 異文化対応力 0 0.0 

21 その他 1 0.2 

Q1_8_1

回答数 ％

765 100.0 

1 履歴書・エントリーシート 28 3.7 

2 適性検査 51 6.7 

3 学力テスト・筆記試験 24 3.1 

4 グループディスカッション、グループワーク 11 1.4 

5 プレゼンテーション 4 0.5 

6 面接 613 80.1 

7 自社でのインターンシップ経験 13 1.7 

8 他社でのインターンシップ経験 0 0.0 

9 自社でのアルバイト経験 0 0.0 

10 他社でのアルバイト経験 0 0.0 

11 リクルータの評価 0 0.0 

12 社内のより実務に近い人の評価 4 0.5 

13 大学名や大学ランキング 0 0.0 

14 学業成績 5 0.7 

15 学校や教員の推薦 1 0.1 

16 大学での専門分野 3 0.4 

17 実技 3 0.4 

18 作文 2 0.3 

19 その他 3 0.4 

貴社が新規学卒者を採用するに当たってどのような能力・学力を重視していますか。以下の選択肢の
中から、重視しているものを上位３つまで選択して下さい。／四年制大学（理系）：３位（ＳＡ）

全体

新規学卒者を採用するに当たって学生の能力をどのような方法により判断していますか。以下の選択
肢の中から、当てはまるものを上位３つ選択して下さい。／１位（ＳＡ）

全体
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Q1_8_2

回答数 ％

762 100.0 

1 履歴書・エントリーシート 195 25.6 

2 適性検査 212 27.8 

3 学力テスト・筆記試験 66 8.7 

4 グループディスカッション、グループワーク 71 9.3 

5 プレゼンテーション 6 0.8 

6 面接 90 11.8 

7 自社でのインターンシップ経験 28 3.7 

8 他社でのインターンシップ経験 0 0.0 

9 自社でのアルバイト経験 1 0.1 

10 他社でのアルバイト経験 5 0.7 

11 リクルータの評価 17 2.2 

12 社内のより実務に近い人の評価 20 2.6 

13 大学名や大学ランキング 5 0.7 

14 学業成績 11 1.4 

15 学校や教員の推薦 3 0.4 

16 大学での専門分野 13 1.7 

17 実技 1 0.1 

18 作文 14 1.8 

19 その他 4 0.5 

Q1_8_3

回答数 ％

755 100.0 

1 履歴書・エントリーシート 233 30.9 

2 適性検査 196 26.0 

3 学力テスト・筆記試験 81 10.7 

4 グループディスカッション、グループワーク 25 3.3 

5 プレゼンテーション 7 0.9 

6 面接 43 5.7 

7 自社でのインターンシップ経験 13 1.7 

8 他社でのインターンシップ経験 1 0.1 

9 自社でのアルバイト経験 0 0.0 

10 他社でのアルバイト経験 16 2.1 

11 リクルータの評価 11 1.5 

12 社内のより実務に近い人の評価 11 1.5 

13 大学名や大学ランキング 11 1.5 

14 学業成績 48 6.4 

15 学校や教員の推薦 10 1.3 

16 大学での専門分野 18 2.4 

17 実技 1 0.1 

18 作文 18 2.4 

19 その他 12 1.6 

新規学卒者を採用するに当たって学生の能力をどのような方法により判断していますか。以下の選択
肢の中から、当てはまるものを上位３つ選択して下さい。／３位（ＳＡ）

全体

新規学卒者を採用するに当たって学生の能力をどのような方法により判断していますか。以下の選択
肢の中から、当てはまるものを上位３つ選択して下さい。／２位（ＳＡ）

全体
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Q1_9_1

回答数 ％

456 100.0 

1 十分把握できる 6 1.3 

2 ある程度把握できる 305 66.9 

3 あまり把握できない 140 30.7 

4 ほとんど把握できない 5 1.1 

Q1_9_2

回答数 ％

459 100.0 

1 十分把握できる 36 7.8 

2 ある程度把握できる 375 81.7 

3 あまり把握できない 45 9.8 

4 ほとんど把握できない 3 0.7 

Q1_9_3

回答数 ％

171 100.0 

1 十分把握できる 11 6.4 

2 ある程度把握できる 146 85.4 

3 あまり把握できない 13 7.6 

4 ほとんど把握できない 1 0.6 

Q1_9_4

回答数 ％

107 100.0 

1 十分把握できる 6 5.6 

2 ある程度把握できる 93 86.9 

3 あまり把握できない 8 7.5 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_5

回答数 ％

17 100.0 

1 十分把握できる 0 0.0 

2 ある程度把握できる 17 100.0 

3 あまり把握できない 0 0.0 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／履歴書・エントリーシート（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／適性検査（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／学力テスト・筆記試験（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／グループディスカッション、グループワーク（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／プレゼンテーション（ＳＡ）

全体
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Q1_9_6

回答数 ％

746 100.0 

1 十分把握できる 157 21.0 

2 ある程度把握できる 561 75.2 

3 あまり把握できない 26 3.5 

4 ほとんど把握できない 2 0.3 

Q1_9_7

回答数 ％

54 100.0 

1 十分把握できる 19 35.2 

2 ある程度把握できる 32 59.3 

3 あまり把握できない 3 5.6 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_8

回答数 ％

1 100.0 

1 十分把握できる 0 0.0 

2 ある程度把握できる 0 0.0 

3 あまり把握できない 1 100.0 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_9

回答数 ％

1 100.0 

1 十分把握できる 0 0.0 

2 ある程度把握できる 0 0.0 

3 あまり把握できない 1 100.0 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_10

回答数 ％

21 100.0 

1 十分把握できる 0 0.0 

2 ある程度把握できる 14 66.7 

3 あまり把握できない 7 33.3 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／面接（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／自社でのインターンシップ経験（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／他社でのインターンシップ経験（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／自社でのアルバイト経験（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／他社でのアルバイト経験（ＳＡ）

全体
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Q1_9_11

回答数 ％

28 100.0 

1 十分把握できる 3 10.7 

2 ある程度把握できる 22 78.6 

3 あまり把握できない 3 10.7 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_12

回答数 ％

35 100.0 

1 十分把握できる 4 11.4 

2 ある程度把握できる 30 85.7 

3 あまり把握できない 1 2.9 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_13

回答数 ％

16 100.0 

1 十分把握できる 0 0.0 

2 ある程度把握できる 10 62.5 

3 あまり把握できない 6 37.5 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_14

回答数 ％

64 100.0 

1 十分把握できる 5 7.8 

2 ある程度把握できる 46 71.9 

3 あまり把握できない 13 20.3 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_15

回答数 ％

14 100.0 

1 十分把握できる 0 0.0 

2 ある程度把握できる 12 85.7 

3 あまり把握できない 2 14.3 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／社内のより実務に近い人の評価（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／大学名や大学ランキング（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／学業成績（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／リクルータの評価（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／学校や教員の推薦（ＳＡ）

全体
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Q1_9_16

回答数 ％

34 100.0 

1 十分把握できる 1 2.9 

2 ある程度把握できる 27 79.4 

3 あまり把握できない 6 17.6 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_17

回答数 ％

5 100.0 

1 十分把握できる 2 40.0 

2 ある程度把握できる 2 40.0 

3 あまり把握できない 1 20.0 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_18

回答数 ％

34 100.0 

1 十分把握できる 4 11.8 

2 ある程度把握できる 21 61.8 

3 あまり把握できない 9 26.5 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_19

回答数 ％

3 100.0 

1 十分把握できる 0 0.0 

2 ある程度把握できる 3 100.0 

3 あまり把握できない 0 0.0 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_9_20

回答数 ％

4 100.0 

1 十分把握できる 1 25.0 

2 ある程度把握できる 3 75.0 

3 あまり把握できない 0 0.0 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／作文（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／その他（○○○（ｑ１＿８＿１＿ｓｎｔ１９＿１回答再掲））
（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／その他（○○○（ｑ１＿８＿２＿ｓｎｔ１９＿１回答再掲））
（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／大学での専門分野（ＳＡ）

全体

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／実技（ＳＡ）

全体
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Q1_9_21

回答数 ％

12 100.0 

1 十分把握できる 1 8.3 

2 ある程度把握できる 11 91.7 

3 あまり把握できない 0 0.0 

4 ほとんど把握できない 0 0.0 

Q1_10_1

回答数 ％

849 100.0 

1 自社への応募者が少なすぎる 311 36.6 

2 自社が求めている能力、技能・資格を有している学生の応募者が少ない 170 20.0 

3 自社への応募者が多すぎる 4 0.5 

4 自社のことをよく知らずに応募する学生が多い 32 3.8 

5 採用活動の期間が短すぎる 7 0.8 

6 採用活動の期間が長すぎる 20 2.4 

7 採用活動の時期が遅すぎる 5 0.6 

8 採用活動の時期が早すぎる 9 1.1 

9 採用活動について経済団体や業界の規制等が強すぎる 9 1.1 

10 採用活動について経済団体や業界の規制等が弱すぎる 5 0.6 

11 採用活動について政府の規制等が強すぎる 3 0.4 

12 採用活動について政府の規制等が弱すぎる 0 0.0 

13 採用活動について大学の規制等が強すぎる 2 0.2 

14 採用活動について大学の規制等が弱すぎる 0 0.0 

15 学生の能力や性格の把握が困難である 32 3.8 

16 内定または内々定を出しても辞退者が多い 133 15.7 

17 採用しても入社後すぐに退職してしまう 3 0.4 

18 採用を担当する部署の人材が不足している 62 7.3 

19 採用に係る金銭的コストが大きすぎる 22 2.6 

20 その他 20 2.4 

貴社で実施している能力判断の方法により学生の能力はどの程度把握できますか。方法ごとに最も近
いものを一つだけ選択して下さい。／その他（○○○（ｑ１＿８＿３＿ｓｎｔ１９＿１回答再掲））
（ＳＡ）

全体

新規学卒者を採用するに当たっての課題は何ですか。以下の選択肢の中から当てはまるものを上位３
つまで選択して下さい。／１位（ＳＡ）

全体
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Q1_10_2

回答数 ％

835 100.0 

1 自社への応募者が少なすぎる 84 10.1 

2 自社が求めている能力、技能・資格を有している学生の応募者が少ない 135 16.2 

3 自社への応募者が多すぎる 2 0.2 

4 自社のことをよく知らずに応募する学生が多い 64 7.7 

5 採用活動の期間が短すぎる 19 2.3 

6 採用活動の期間が長すぎる 36 4.3 

7 採用活動の時期が遅すぎる 9 1.1 

8 採用活動の時期が早すぎる 40 4.8 

9 採用活動について経済団体や業界の規制等が強すぎる 11 1.3 

10 採用活動について経済団体や業界の規制等が弱すぎる 4 0.5 

11 採用活動について政府の規制等が強すぎる 4 0.5 

12 採用活動について政府の規制等が弱すぎる 3 0.4 

13 採用活動について大学の規制等が強すぎる 3 0.4 

14 採用活動について大学の規制等が弱すぎる 4 0.5 

15 学生の能力や性格の把握が困難である 66 7.9 

16 内定または内々定を出しても辞退者が多い 182 21.8 

17 採用しても入社後すぐに退職してしまう 19 2.3 

18 採用を担当する部署の人材が不足している 83 9.9 

19 採用に係る金銭的コストが大きすぎる 55 6.6 

20 その他 12 1.4 

Q1_10_3

回答数 ％

817 100.0 

1 自社への応募者が少なすぎる 61 7.5 

2 自社が求めている能力、技能・資格を有している学生の応募者が少ない 74 9.1 

3 自社への応募者が多すぎる 2 0.2 

4 自社のことをよく知らずに応募する学生が多い 79 9.7 

5 採用活動の期間が短すぎる 16 2.0 

6 採用活動の期間が長すぎる 34 4.2 

7 採用活動の時期が遅すぎる 7 0.9 

8 採用活動の時期が早すぎる 30 3.7 

9 採用活動について経済団体や業界の規制等が強すぎる 7 0.9 

10 採用活動について経済団体や業界の規制等が弱すぎる 5 0.6 

11 採用活動について政府の規制等が強すぎる 3 0.4 

12 採用活動について政府の規制等が弱すぎる 3 0.4 

13 採用活動について大学の規制等が強すぎる 10 1.2 

14 採用活動について大学の規制等が弱すぎる 3 0.4 

15 学生の能力や性格の把握が困難である 48 5.9 

16 内定または内々定を出しても辞退者が多い 139 17.0 

17 採用しても入社後すぐに退職してしまう 50 6.1 

18 採用を担当する部署の人材が不足している 121 14.8 

19 採用に係る金銭的コストが大きすぎる 109 13.3 

20 その他 16 2.0 

新規学卒者を採用するに当たっての課題は何ですか。以下の選択肢の中から当てはまるものを上位３
つまで選択して下さい。／３位（ＳＡ）

全体

新規学卒者を採用するに当たっての課題は何ですか。以下の選択肢の中から当てはまるものを上位３
つまで選択して下さい。／２位（ＳＡ）

全体
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Q2_1

回答数 ％

849 100.0 

1 四年制大学学部生（文系） 490 57.7 

2 四年制大学学部生（理系） 523 61.6 

3 大学院生（文系） 183 21.6 

4 大学院生（理系） 313 36.9 

5 上記の学校からは受け入れていない 224 26.4 

Q2_2_1

回答数 ％

490 100.0 

　平均値 36.05 

　最小値 -1.00

　最大値 800.00 

Q2_2_2

回答数 ％

523 100.0 

　平均値 17.51 

　最小値 -1.00

　最大値 500.00 

Q2_2_3

回答数 ％

183 100.0 

　平均値 7.78 

　最小値 -1.00

　最大値 162.00 

Q2_2_4

回答数 ％

313 100.0 

　平均値 14.14 

　最小値 -1.00

　最大値 211.00 

２０１８（平成３０）年度中に大学、大学院の学生をインターンシップとして受け入れましたか。受
け入れた学生をすべて選択して下さい。（ＭＡ）

全体

受け入れた人数は何人ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとにその人数を選択して下さい。お
およその人数でかまいませんが、不明な場合は「－１」と入力してください。／四年制大学学部生
（文系）（ＮＵ）

全体

受け入れた人数は何人ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとにその人数を選択して下さい。お
およその人数でかまいませんが、不明な場合は「－１」と入力してください。／四年制大学学部生
（理系）（ＮＵ）

全体

受け入れた人数は何人ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとにその人数を選択して下さい。お
およその人数でかまいませんが、不明な場合は「－１」と入力してください。／大学院生（文系）
（ＮＵ）

全体

受け入れた人数は何人ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとにその人数を選択して下さい。お
およその人数でかまいませんが、不明な場合は「－１」と入力してください。／大学院生（理系）
（ＮＵ）

全体
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Q2_3_1

回答数 ％

490 100.0 

1 １日 340 69.4 

2 ２～４日 70 14.3 

3 １週間程度 43 8.8 

4 ２週間程度 25 5.1 

5 １ヶ月程度 5 1.0 

6 ２～６ヶ月未満 2 0.4 

7 ６ヶ月以上 0 0.0 

8 不明 5 1.0 

Q2_3_2

回答数 ％

225 100.0 

1 １日 38 16.9 

2 ２～４日 64 28.4 

3 １週間程度 34 15.1 

4 ２週間程度 9 4.0 

5 １ヶ月程度 1 0.4 

6 ２～６ヶ月未満 1 0.4 

7 ６ヶ月以上 2 0.9 

8 不明 76 33.8 

Q2_3_3

回答数 ％

135 100.0 

1 １日 5 3.7 

2 ２～４日 9 6.7 

3 １週間程度 23 17.0 

4 ２週間程度 1 0.7 

5 １ヶ月程度 2 1.5 

6 ２～６ヶ月未満 3 2.2 

7 ６ヶ月以上 1 0.7 

8 不明 91 67.4 

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／四年制大学学部生（文系）：①（ＳＡ）

全体

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／四年制大学学部生（文系）：②（ＳＡ）

全体

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／四年制大学学部生（文系）：③（ＳＡ）

全体
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Q2_3_4

回答数 ％

523 100.0 

1 １日 323 61.8 

2 ２～４日 65 12.4 

3 １週間程度 56 10.7 

4 ２週間程度 61 11.7 

5 １ヶ月程度 3 0.6 

6 ２～６ヶ月未満 2 0.4 

7 ６ヶ月以上 0 0.0 

8 不明 13 2.5 

Q2_3_5

回答数 ％

259 100.0 

1 １日 42 16.2 

2 ２～４日 58 22.4 

3 １週間程度 55 21.2 

4 ２週間程度 24 9.3 

5 １ヶ月程度 2 0.8 

6 ２～６ヶ月未満 3 1.2 

7 ６ヶ月以上 0 0.0 

8 不明 75 29.0 

Q2_3_6

回答数 ％

161 100.0 

1 １日 14 8.7 

2 ２～４日 9 5.6 

3 １週間程度 19 11.8 

4 ２週間程度 6 3.7 

5 １ヶ月程度 7 4.3 

6 ２～６ヶ月未満 6 3.7 

7 ６ヶ月以上 2 1.2 

8 不明 98 60.9 

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／四年制大学学部生（理系）：①（ＳＡ）

全体

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／四年制大学学部生（理系）：②（ＳＡ）

全体

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／四年制大学学部生（理系）：③（ＳＡ）

全体
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Q2_3_7

回答数 ％

183 100.0 

1 １日 140 76.5 

2 ２～４日 22 12.0 

3 １週間程度 6 3.3 

4 ２週間程度 3 1.6 

5 １ヶ月程度 0 0.0 

6 ２～６ヶ月未満 0 0.0 

7 ６ヶ月以上 1 0.5 

8 不明 11 6.0 

Q2_3_8

回答数 ％

81 100.0 

1 １日 12 14.8 

2 ２～４日 25 30.9 

3 １週間程度 8 9.9 

4 ２週間程度 2 2.5 

5 １ヶ月程度 1 1.2 

6 ２～６ヶ月未満 1 1.2 

7 ６ヶ月以上 0 0.0 

8 不明 32 39.5 

Q2_3_9

回答数 ％

57 100.0 

1 １日 3 5.3 

2 ２～４日 1 1.8 

3 １週間程度 11 19.3 

4 ２週間程度 1 1.8 

5 １ヶ月程度 0 0.0 

6 ２～６ヶ月未満 1 1.8 

7 ６ヶ月以上 0 0.0 

8 不明 40 70.2 

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／大学院生（文系）：①（ＳＡ）

全体

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／大学院生（文系）：②（ＳＡ）

全体

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／大学院生（文系）：③（ＳＡ）

全体
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Q2_3_10

回答数 ％

313 100.0 

1 １日 200 63.9 

2 ２～４日 43 13.7 

3 １週間程度 27 8.6 

4 ２週間程度 28 8.9 

5 １ヶ月程度 3 1.0 

6 ２～６ヶ月未満 2 0.6 

7 ６ヶ月以上 1 0.3 

8 不明 9 2.9 

Q2_3_11

回答数 ％

155 100.0 

1 １日 27 17.4 

2 ２～４日 35 22.6 

3 １週間程度 26 16.8 

4 ２週間程度 17 11.0 

5 １ヶ月程度 2 1.3 

6 ２～６ヶ月未満 4 2.6 

7 ６ヶ月以上 0 0.0 

8 不明 44 28.4 

Q2_3_12

回答数 ％

99 100.0 

1 １日 9 9.1 

2 ２～４日 6 6.1 

3 １週間程度 12 12.1 

4 ２週間程度 3 3.0 

5 １ヶ月程度 3 3.0 

6 ２～６ヶ月未満 4 4.0 

7 ６ヶ月以上 0 0.0 

8 不明 62 62.6 

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／大学院生（理系）：①（ＳＡ）

全体

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／大学院生（理系）：②（ＳＡ）

全体

１人当たりの受入期間はどの程度ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以下の選択肢の中か
ら一つだけ選択してください。期間の異なるインターンシップがある場合は、最も人数の多い順に３
つ選択し、以下の①～③にそれぞれ一つずつ回答してください。なお、期間が異なるインターンシッ
プがない場合は①のみでかまいません。／大学院生（理系）：③（ＳＡ）

全体
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Q2_4_1

回答数 ％

490 100.0 

1 社会貢献のため 23 4.7 

2 優秀な学生の採用につなげるため 343 70.0 

3 職場の活性化のため 6 1.2 

4 業務の補助戦力にするため 4 0.8 

5 学生の職業観涵養 84 17.1 

6 大学・研究室との関係構築 17 3.5 

7 その他 13 2.7 

Q2_4_2

回答数 ％

523 100.0 

1 社会貢献のため 25 4.8 

2 優秀な学生の採用につなげるため 381 72.8 

3 職場の活性化のため 5 1.0 

4 業務の補助戦力にするため 1 0.2 

5 学生の職業観涵養 70 13.4 

6 大学・研究室との関係構築 31 5.9 

7 その他 10 1.9 

Q2_4_3

回答数 ％

183 100.0 

1 社会貢献のため 5 2.7 

2 優秀な学生の採用につなげるため 141 77.0 

3 職場の活性化のため 1 0.5 

4 業務の補助戦力にするため 2 1.1 

5 学生の職業観涵養 28 15.3 

6 大学・研究室との関係構築 1 0.5 

7 その他 5 2.7 

Q2_4_4

回答数 ％

313 100.0 

1 社会貢献のため 5 1.6 

2 優秀な学生の採用につなげるため 246 78.6 

3 職場の活性化のため 1 0.3 

4 業務の補助戦力にするため 2 0.6 

5 学生の職業観涵養 39 12.5 

6 大学・研究室との関係構築 14 4.5 

7 その他 6 1.9 

インターンシップの学生を受け入れた主な目的は何ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以
下の選択肢の中から最も重視したものを一つだけ選択して下さい。／四年制大学学部生（文系）（Ｓ
Ａ）

全体

インターンシップの学生を受け入れた主な目的は何ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以
下の選択肢の中から最も重視したものを一つだけ選択して下さい。／四年制大学学部生（理系）（Ｓ
Ａ）

全体

インターンシップの学生を受け入れた主な目的は何ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以
下の選択肢の中から最も重視したものを一つだけ選択して下さい。／大学院生（文系）（ＳＡ）

全体

インターンシップの学生を受け入れた主な目的は何ですか。Ｑ２＿１で回答した学生の属性ごとに以
下の選択肢の中から最も重視したものを一つだけ選択して下さい。／大学院生（理系）（ＳＡ）

全体
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Q2_5_1

回答数 ％

490 100.0 

1 達成できた 59 12.0 

2 ほぼ達成できた 236 48.2 

3 あまり達成できなかった 148 30.2 

4 達成できなかった 47 9.6 

Q2_5_2

回答数 ％

523 100.0 

1 達成できた 68 13.0 

2 ほぼ達成できた 223 42.6 

3 あまり達成できなかった 168 32.1 

4 達成できなかった 64 12.2 

Q2_5_3

回答数 ％

183 100.0 

1 達成できた 19 10.4 

2 ほぼ達成できた 78 42.6 

3 あまり達成できなかった 47 25.7 

4 達成できなかった 39 21.3 

Q2_5_4

回答数 ％

313 100.0 

1 達成できた 39 12.5 

2 ほぼ達成できた 129 41.2 

3 あまり達成できなかった 98 31.3 

4 達成できなかった 47 15.0 

Ｑ２＿４でご回答いただいた目的はどの程度達成されましたか。以下の選択肢の中から最も近いもの
を学校種ごとに一つだけ選択して下さい。／大学院生（文系）（ＳＡ）

全体

Ｑ２＿４でご回答いただいた目的はどの程度達成されましたか。以下の選択肢の中から最も近いもの
を学校種ごとに一つだけ選択して下さい。／大学院生（理系）（ＳＡ）

全体

Ｑ２＿４でご回答いただいた目的はどの程度達成されましたか。以下の選択肢の中から最も近いもの
を学校種ごとに一つだけ選択して下さい。／四年制大学学部生（文系）（ＳＡ）

全体

Ｑ２＿４でご回答いただいた目的はどの程度達成されましたか。以下の選択肢の中から最も近いもの
を学校種ごとに一つだけ選択して下さい。／四年制大学学部生（理系）（ＳＡ）

全体
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Q3_1

回答数 ％

616 100.0 

1 参加者全員に対して働きかけを行った 270 43.8 

2 参加者の一部の学生の対して働きかけを行った 211 34.3 

3 ない 114 18.5 

4 わからない 21 3.4 

Q3_1_1

回答数 ％

481 100.0 

1 会社側からインターンシップ参加学生に対して一般的な採用情報を提供し 299 62.2 

2 会社側からインターンシップ参加学生限定の採用に関する情報を提供した 197 41.0 

3 非参加学生の選考よりも早い時期に選考を行った 203 42.2 

4 インターンシップ参加学生限定のセミナー等を開催した 116 24.1 

5 エントリーシートの提出を免除した 17 3.5 

6 企業説明会について優先的に対応した 106 22.0 

7 書類選考を免除・軽減した 47 9.8 

8 筆記試験を免除・軽減した 18 3.7 

9 グループワークを免除・軽減 23 4.8 

10 面接回数を減らした 61 12.7 

11 インターンシップの成績優秀者に内定・内々定を出した 12 2.5 

12 その他 14 2.9 

Q3_1_2

回答数 ％

481 100.0 

1 採用を目的としてインターンシップを実施しており、当該学生が優秀であ 281 58.4 

2 採用を目的としてインターンシップを実施しているわけではないが、当該 108 22.5 

3 インターンシップを実施した現場の強い要望があったから 6 1.2 

4 当該学生が自社に就職したいという意思を示したから 44 9.1 

5 人手が不足していたから 14 2.9 

6 インターンシップを実施した学校と、当該学生に就職を働きかける約束を 4 0.8 

7 その他 24 5.0 

Q3_1_3

回答数 ％

481 100.0 

1 採用したことがある 331 68.8 

2 採用したことがない 130 27.0 

3 わからない 20 4.2 

Q3_1_4_1

回答数 ％

331 100.0 

　平均値 6.23 

　最小値 -1.00

　最大値 193.00 

貴社が実施しているインターンシップに参加した学生本人に貴社への就職を働きかけたことがありま
すか。以下の選択肢の中から、当てはまるものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

働きかけをした当該学生を採用した人数は何人ですか。その人数を記載してください。おおよその人
数でかまいませんが、わからない場合は「－１」と入力してください。／人（ＮＵ）

全体

インターンシップ参加学生に対して具体的にどのような働きかけを行いましたか。以下の選択肢の中
から当てはまるものをすべて選んでください。（ＭＡ）

全体

働きかけた理由は何ですか。以下の選択肢の中から、最も近いものを一つだけ選択して下さい。（Ｓ
Ａ）

全体

２０１９年３月卒の採用において、働きかけをした当該学生を実際に採用しましたか。以下の選択肢
の中から、当てはまるものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体
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Q3_1_5

回答数 ％

114 100.0 

1 そもそもインターンシップによって企業側からアプローチをするつもりは 36 31.6 

2 採用したいという優秀な学生はいなかったから 4 3.5 

3 インターンシップだけでは学生の能力がわからないから 8 7.0 

4 学生への就職の働きかけを学校側から禁止されているから 1 0.9 

5 学生への就職の働きかけを経営者団体や業界で禁止されているから 6 5.3 

6 新卒採用は行っていないから 2 1.8 

7 学生本人の意思を尊重しているから 53 46.5 

8 その他 4 3.5 

Q3_2

回答数 ％

616 100.0 

1 ある 570 92.5 

2 ない 35 5.7 

3 わからない 11 1.8 

Q3_2_1

回答数 ％

570 100.0 

1 採用したことがある 338 59.3 

2 採用したことがない 172 30.2 

3 わからない 60 10.5 

Q3_2_2_1

回答数 ％

338 100.0 

　平均値 3.36 

　最小値 -1.00

　最大値 60.00 

Q3_2_3

回答数 ％

338 100.0 

1 採用の決め手になった 46 13.6 

2 採用の決め手にはならなかったが、採用を検討する材料にはなった 213 63.0 

3 採用を検討する材料にはならなかった（結果的にインターンシップ経験者 67 19.8 

4 わからない 12 3.6 

学生に働きかけなかった理由は何ですか。以下の選択肢の中から、最も近いものを一つだけ選択して
下さい。（ＳＡ）

全体

貴社が実施しているインターンシップに参加した学生が貴社の新卒採用に応募・エントリーしたこと
がありますか。以下の選択肢の中から当てはまるものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

２０１９年３月卒の採用において、学生側からの働きかけがあった当該学生を新卒採用したことがあ
りますか。以下の選択肢の中から当てはまるものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

働きかけがあった当該学生を採用した人数は何人ですか。その人数を記載してください。おおよその
人数でかまいませんが、わからない場合は「－１」と入力してください。／人（ＮＵ）

全体

働きかけがあった当該学生を採用した際に、インターンシップの経験が採用の決め手になりました
か。以下の選択肢の中から、最も近いものを一つだけ選択してください。（ＳＡ）

全体
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Q4_1

回答数 ％

849 100.0 

1 雇用した 152 17.9 

2 雇用しなかった 680 80.1 

3 わからない 17 2.0 

Q4_2

回答数 ％

152 100.0 

1 教育関係（家庭教師、塾・予備校講師、試験監督・採点など） 9 5.9 

2 事務（一般事務、データ入力、パソコン入力事務、コールセンターなど） 29 19.1 

3 販売（コンビニ・スーパー・デパート・量販店等での販売（レジ係を含む 41 27.0 

4 飲食業（調理、接客、デリバリーなど） 17 11.2 

5 販売・飲食業を除く軽労働（清掃、警備、包装、配布、新聞配達、製造、 11 7.2 

6 重労働・危険作業（土木工事、重量物運搬、引越しスタッフ、倉庫整理、 2 1.3 

7 特殊技能（通訳、翻訳、製図、プログラミング、インストラクターなど） 16 10.5 

8 その他 27 17.8 

Q4_3

回答数 ％

152 100.0 

1 安価な労働力として 3 2.0 

2 柔軟な時間管理の必要性から 18 11.8 

3 正社員やパートでは人員が足りないから 54 35.5 

4 補助的な業務なのでアルバイトで十分だから 29 19.1 

5 大学生の専門的な知識や技能を活用したいから 16 10.5 

6 その他 32 21.1 

Q4_4

回答数 ％

680 100.0 

1 アルバイト大学生向けの仕事がない 524 77.1 

2 仕事に対する大学生の意識が低い 11 1.6 

3 大学生の能力が低い 6 0.9 

4 人手が足りている 51 7.5 

5 大学生は入れ替わりが激しい 3 0.4 

6 その他 85 12.5 

２０１８（平成３０）年度中に大学生をアルバイトとして雇用しましたか。（ＳＡ）

全体

アルバイト学生が行っている具体的な仕事内容は何ですか。以下の選択肢の中から、最も近いものを
一つだけ選択して下さい。複数の学生がいる場合は最も人数を多いものを一つだけ選択してくださ
い。（ＳＡ）

全体

貴社が大学生をアルバイトとして雇用している理由は何ですか。以下の選択肢の中から、最も近いも
のを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

貴社が大学生をアルバイトとして雇用していない理由は何ですか。以下の選択肢の中から、最も近い
ものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体
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Q5_1

回答数 ％

152 100.0 

1 アルバイト学生全員に対して働きかけを行った 16 10.5 

2 アルバイト学生の一部に対して働きかけを行った 57 37.5 

3 ない 55 36.2 

4 わからない 24 15.8 

Q5_1_1

回答数 ％

73 100.0 

1 会社側からアルバイト学生に対して一般的な採用情報を提供した 52 71.2 

2 会社側からアルバイト学生限定の採用に関する情報を提供した 20 27.4 

3 他の学生の選考よりも早い時期に選考を行った 8 11.0 

4 アルバイト学生限定のセミナー等を開催した 7 9.6 

5 エントリーシートの提出を免除した 0 0.0 

6 企業説明会について優先的に対応した 10 13.7 

7 書類選考を免除・軽減した 5 6.8 

8 筆記試験を免除・軽減した 0 0.0 

9 グループワークを免除・軽減 0 0.0 

10 面接回数を減らした 7 9.6 

11 アルバイト学生のうち優秀者に内定・内々定を出した 1 1.4 

12 その他 4 5.5 

Q5_1_2

回答数 ％

73 100.0 

1 正社員としての採用を目的としてアルバイトを雇用しており、当該学生が 15 20.5 

2 正社員としての採用を目的としてアルバイトを雇用しているわけではない 35 47.9 

3 アルバイトを雇用している現場の強い要望があったから 2 2.7 

4 その学生が自社に就職したいという意思を示したから 15 20.5 

5 人手が不足していたから 2 2.7 

6 その他 4 5.5 

Q5_1_3

回答数 ％

73 100.0 

1 採用したことがある 58 79.5 

2 採用したことがない 14 19.2 

3 わからない 1 1.4 

Q5_1_4_1

回答数 ％

58 100.0 

　平均値 2.93 

　最小値 -1.00

　最大値 40.00 

働きかけた理由は何ですか。以下の選択肢の中から、最も近いものを一つだけ選択して下さい。（Ｓ
Ａ）

全体

働きかけをした当該学生を実際に採用したことがありますか。以下の選択肢の中から、当てはまるも
のを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

働きかけをした当該学生を採用した人数は何人ですか。その人数を記載してください。おおよその人
数でかまいませんが、わからない場合は「－１」と入力してください。／人（ＮＵ）

全体

貴社でアルバイトをしている学生に、そのまま貴社に正社員として就職するよう働きかけたことがあ
りますか。以下の選択肢の中から、当てはまるものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

アルバイト学生に対して具体的にどのような働きかけを行いましたか。以下の選択肢の中から当ては
まるものをすべて選んでください。（ＭＡ）

全体
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Q5_1_5

回答数 ％

55 100.0 

1 採用したいという優秀な学生はいなかったから 2 3.6 

2 アルバイトだけでは学生・生徒の能力がわからないから 2 3.6 

3 そもそもアルバイトからの採用は考えていないから 17 30.9 

4 新卒採用は行っていないから 0 0.0 

5 学生本人の意思を尊重しているから 23 41.8 

6 その他 11 20.0 

Q5_2

回答数 ％

152 100.0 

1 ある 93 61.2 

2 ない 37 24.3 

3 わからない 22 14.5 

Q5_2_1

回答数 ％

93 100.0 

1 採用したことがある 67 72.0 

2 採用したことがない 14 15.1 

3 わからない 12 12.9 

Q5_2_2_1

回答数 ％

67 100.0 

　平均値 2.24 

　最小値 -1.00

　最大値 20.00 

Q5_2_3

回答数 ％

67 100.0 

1 採用の決め手になった 16 23.9 

2 採用の決め手にはならなかったが、採用を検討する材料にはなった 42 62.7 

3 採用を検討する材料にはならなかった（結果的にアルバイト経験者であっ 7 10.4 

4 わからない 2 3.0 

働きかけがあった当該学生を採用した人数は何人ですか。その人数を記載してください。おおよその
人数でかまいませんが、わからない場合は「－１」と入力してください。／人（ＮＵ）

全体

働きかけがあった当該学生を採用した際に、アルバイトの経験が採用の決め手になりましたか。以下
の選択肢の中から、最も近いものを一つだけ選択してください。（ＳＡ）

全体

学生に働きかけなかった理由は何ですか。以下の選択肢の中から、最も近いものを一つだけ選択して
下さい。（ＳＡ）

全体

貴社でアルバイトをしている学生が、貴社の新卒採用に応募・エントリーしたことがありますか。以
下の選択肢の中から当てはまるものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

働きかけがあった当該学生を新卒採用したことがありますか。以下の選択肢の中から当てはまるもの
を一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体
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Q6_1

回答数 ％

849 100.0 

1 賛成 274 32.3 

2 どちらかといえば賛成 388 45.7 

3 どちらかといえば反対 82 9.7 

4 反対 36 4.2 

5 わからない 69 8.1 

Q6_1_1

回答数 ％

662 100.0 

1 従来の採用活動よりもインターンシップの方が学生の能力を把握しやすい 449 67.8 

2 採用と結びつけることによって学生も真剣にインターンシップに取り組む 153 23.1 

3 採用と結びつけることによってインターンシップに参加する学生が増える 106 16.0 

4 採用と結びつけることによって企業も真剣にインターンシップに取り組む 89 13.4 

5 採用と結びつけることによってインターンシップを実施する企業等が増え 13 2.0 

6 学生に当社の本当の姿を知ってもらうことができるから 470 71.0 

7 当社が求めている能力、技能、資格を有する学生が応募するようになるか 121 18.3 

8 早くから採用活動に取り組むことができるから 122 18.4 

9 当社への就職希望学生の応募が増えるから 90 13.6 

10 その他 23 3.5 

Q6_1_2

回答数 ％

118 100.0 

1 インターンシップでは学生の能力を把握することはできないから 30 25.4 

2 インターンシップを実施できる人数には限りがあり、その中から採用者を 26 22.0 

3 採用活動の時期が早くなってしまうから 33 28.0 

4 学生のインターンシップの希望先が特定の企業等に集中してしまうから 39 33.1 

5 学生や学校からのインターンシップの応募が多くなり、対応が困難になる 5 4.2 

6 他企業との関係で採用が不利になるから 6 5.1 

7 当社への新規採用に対する応募者数が減少してしまうから 7 5.9 

8 インターンシップに参加できない学生が不利になってしまうから 29 24.6 

9 当社の担当者の負担が大きくなってしまうから 25 21.2 

10 インターンシップはそもそも採用を目的として実施しているわけではない 64 54.2 

11 インターンシップに参加する学生の選考を学校側が行なっており、自社が 7 5.9 

12 その他 7 5.9 

インターンシップを学生の能力を把握するために活用することについて、どのように考えますか。以
下の選択肢の中からあなたの考えに最も近いものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

賛成する理由は何ですか。以下の選択肢の中から特に強く思うものを３つまで選択して下さい。（Ｍ
Ａ）

全体

反対する理由は何ですか。以下の選択肢の中から特に強く思うものを３つまで選択して下さい。（Ｍ
Ａ）

全体
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Q6_2

回答数 ％

849 100.0 

1 インターンシップの期間 451 53.1 

2 インターンシップの実施時期 357 42.0 

3 インターンシップのプログラム内容 682 80.3 

4 インターンシップのあり方を含めた教育体系 261 30.7 

5 インターンシップ参加学生に対する報酬の支払い 120 14.1 

6 インターンシップ参加学生の労働者としての位置付け 137 16.1 

7 インターンシップ後に自社に就職してくれるという前提条件 76 9.0 

8 インターンシップの実施に際しての、受入企業側による学生の選考 137 16.1 

9 インターンシップや採用活動に関する自社内の制度・ルールの明確化 224 26.4 

10 インターンシップを実施するにあたっての行政から企業への金銭的な補助 72 8.5 

11 インターンシップや就職活動に関する行政の指針や指導 103 12.1 

12 インターンシップや就職活動に関する経済団体等の指針や指導 69 8.1 

13 インターンシップや就職活動に関する日本全体の制度・ルールの明確化 177 20.8 

14 インターンシップや就職活動に関する教育機関との協力関係の見直し 114 13.4 

15 就職活動の時期の見直し 211 24.9 

16 大学の修業年限の柔軟化 38 4.5 

17 その他 19 2.2 

18 検討すべき課題はない 11 1.3 

Q6_2_1

回答数 ％

451 100.0 

1 １日程度 50 11.1 

2 ２～３日程度 103 22.8 

3 １週間程度 145 32.2 

4 ２週間程度 73 16.2 

5 １ヶ月程度 50 11.1 

6 ２～３ヶ月程度 21 4.7 

7 半年程度 7 1.6 

8 １年程度 2 0.4 

Q6_2_2

回答数 ％

357 100.0 

1 １年生 1 0.3 

2 ２年生 7 2.0 

3 ３年生になる春休み頃 18 5.0 

4 ３年生前半 17 4.8 

5 ３年生の夏休み頃 166 46.5 

6 ３年生の後半 89 24.9 

7 ４年生になる春休み頃 35 9.8 

8 ４年生前半 7 2.0 

9 ４年生の夏休み頃 8 2.2 

10 ４年生の後半 5 1.4 

11 その他 4 1.1 

インターンシップを新卒採用に結びつける場合、インターンシップはどのくらいの期間が必要です
か。以下の選択肢の中からあなたのお考えに最も近いものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

インターンシップを新卒採用に結びつける場合、インターンシップの実施時期はいつ頃が適切です
か。四年制大学の場合を例に、以下の選択肢の中からあなたのお考えに最も近いものを一つだけ選択
して下さい。（ＳＡ）

全体

インターンシップを学生の能力把握に活用する場合、検討すべき課題としてどのようなものがあると
お考えですか。以下の選択肢の中からあなたのお考えに当てはまるものをすべて選択して下さい。な
お、賛成・反対にかかわらずお答えください。（ＭＡ）

全体
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Q7_1

回答数 ％

849 100.0 

1 賛成 127 15.0 

2 どちらかといえば賛成 277 32.6 

3 どちらかといえば反対 134 15.8 

4 反対 81 9.5 

5 わからない 230 27.1 

Q7_1_1

回答数 ％

404 100.0 

1 従来の採用活動よりもアルバイトの方が学生の能力や性格を把握しやすい 300 74.3 

2 採用と結びつけることによって学生も真剣にアルバイトに取り組むように 89 22.0 

3 採用と結びつけることによってアルバイトに参加する学生が増えるから 28 6.9 

4 採用と結びつけることによって企業も真剣にアルバイト学生に対応するよ 57 14.1 

5 学生に当社の本当の姿を知ってもらうことができるから 262 64.9 

6 当社が求めている能力、技能、資格を有する学生が応募するようになるか 80 19.8 

7 早くから採用活動に取り組むことができるから 50 12.4 

8 当社への就職希望学生の応募が増えるから 21 5.2 

9 その他 13 3.2 

Q7_1_2

回答数 ％

215 100.0 

1 アルバイトでは学生の能力や性格を把握することはできないから 45 20.9 

2 アルバイトを実施できる人数には限りがあり、その中から採用者を選考す 54 25.1 

3 採用活動の時期が早くなってしまうから 9 4.2 

4 学生のアルバイトの希望先が特定の企業等に集中してしまうから 33 15.3 

5 学生からのアルバイトの応募が多くなり、対応が困難になるから 2 0.9 

6 他企業との関係で採用が不利になるから 13 6.0 

7 当社への新規採用に対する応募者数が減少してしまうから 5 2.3 

8 アルバイトに参加できない学生が不利になってしまうから 40 18.6 

9 担当者の負担が大きくなってしまうから 31 14.4 

10 アルバイトはそもそも採用を目的として実施しているわけではないから 119 55.3 

11 アルバイトの仕事と新規学卒者として求める能力、資質が異なるから 85 39.5 

12 アルバイトは現場の仕事が中心なので、学生の能力等を把握できないから 19 8.8 

13 その他 17 7.9 

アルバイトを学生の能力を把握するために活用することについて、どのように考えますか。以下の選
択肢の中からあなたの考えに最も近いものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

賛成する理由は何ですか。以下の選択肢の中から特に強く思うものを３つまで選択して下さい。（Ｍ
Ａ）

全体

反対する理由は何ですか。以下の選択肢の中から特に強く思うものを３つまで選択して下さい。（Ｍ
Ａ）

全体
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Q7_2

回答数 ％

849 100.0 

1 アルバイトの期間 294 34.6 

2 アルバイトの実施時期 183 21.6 

3 アルバイトに適した仕事内容の確保 567 66.8 

4 アルバイト学生に対する報酬額（時給）の決定 234 27.6 

5 アルバイト後に自社に就職してくれるという前提条件 99 11.7 

6 アルバイトと採用活動の関連に関する自社内の制度・ルールの明確化 241 28.4 

7 アルバイトと就職活動の関連に関する行政の指針や指導 70 8.2 

8 アルバイトと就職活動の関連に関する経済団体等の指針や指導 50 5.9 

9 アルバイトと就職活動の関連に関する日本全体の制度・ルールの明確化 99 11.7 

10 アルバイトと就職活動の関連に関する大学との制度・ルールの明確化 108 12.7 

11 就職活動の時期の見直し 96 11.3 

12 大学の修業年限の柔軟化 27 3.2 

13 その他 22 2.6 

14 検討すべき課題はない 134 15.8 

アルバイトを学生の能力把握に活用する場合、検討すべき課題としてどのようなものがあるとお考え
ですか。以下の選択肢の中からあなたのお考えに当てはまるものをすべて選択して下さい。賛成・反
対にかかわらずお答えください。（ＭＡ）

全体
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Q8_1

回答数 ％

849 100.0 

1 ～２９人 24 2.8 

2 ３０～９９人 128 15.1 

3 １００～２９９人 278 32.7 

4 ３００～４９９人 116 13.7 

5 ５００～９９９人 133 15.7 

6 １，０００～２，９９９人 110 13.0 

7 ３，０００人～ 60 7.1 

Q8_2

回答数 ％

849 100.0 

1 農業，林業、漁業 2 0.2 

2 鉱業，採石業，砂利採取業 1 0.1 

3 建設業 87 10.2 

4 製造業 217 25.6 

5 電気・ガス・熱供給・水道業 5 0.6 

6 情報通信業 166 19.6 

7 運輸業，郵便業 27 3.2 

8 卸売業，小売業 141 16.6 

9 金融業，保険業 22 2.6 

10 不動産業，物品賃貸業 10 1.2 

11 学術研究，専門・技術サービス業〔法律事務所、経営コンサルタント業、 43 5.1 

12 宿泊業，飲食サービス業 19 2.2 

13 生活関連サービス業，娯楽業〔理容業、美容業、旅行業、映画館、スポー 16 1.9 

14 教育，学習支援業〔学習塾、外国語会話教授業など〕 10 1.2 

15 医療，福祉〔病院、保健所、福祉事務所、老人福祉・介護事業など〕 11 1.3 

16 複合サービス事業〔協同組合など〕 7 0.8 

17 サービス業（他に分類されないもの）〔廃棄物処理業、自動車整備業、職 34 4.0 

18 その他 31 3.7 

貴社の従業員数（正社員のみ）について、以下の選択肢の中から当てはまるものを一つだけ選択して
下さい。（ＳＡ）

全体

貴社の業種について、以下の選択肢の中から当てはまるものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体
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Q8_3

回答数 ％

849 100.0 

1 北海道 91 10.7 

2 青森県 4 0.5 

3 岩手県 9 1.1 

4 宮城県 19 2.2 

5 秋田県 6 0.7 

6 山形県 7 0.8 

7 福島県 8 0.9 

8 茨城県 14 1.6 

9 栃木県 7 0.8 

10 群馬県 10 1.2 

11 埼玉県 14 1.6 

12 千葉県 16 1.9 

13 東京都 316 37.2 

14 神奈川県 42 4.9 

15 新潟県 2 0.2 

16 富山県 3 0.4 

17 石川県 6 0.7 

18 福井県 1 0.1 

19 山梨県 2 0.2 

20 長野県 8 0.9 

21 岐阜県 6 0.7 

22 静岡県 12 1.4 

23 愛知県 67 7.9 

24 三重県 2 0.2 

25 滋賀県 4 0.5 

26 京都府 14 1.6 

27 大阪府 56 6.6 

28 兵庫県 18 2.1 

29 奈良県 1 0.1 

30 和歌山県 0 0.0 

31 鳥取県 1 0.1 

32 島根県 2 0.2 

33 岡山県 12 1.4 

34 広島県 22 2.6 

35 山口県 3 0.4 

36 徳島県 0 0.0 

37 香川県 3 0.4 

38 愛媛県 6 0.7 

39 高知県 2 0.2 

40 福岡県 18 2.1 

41 佐賀県 3 0.4 

42 長崎県 0 0.0 

43 熊本県 4 0.5 

44 大分県 1 0.1 

45 宮崎県 0 0.0 

46 鹿児島県 3 0.4 

47 沖縄県 2 0.2 

48 海外 2 0.2 

貴社の本社・本部の所在地を選択して下さい。（ＳＡ）

全体
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Q8_4

回答数 ％

849 100.0 

1 １９５０以前 235 27.7 

2 １９５１ 12 1.4 

3 １９５２ 10 1.2 

4 １９５３ 13 1.5 

5 １９５４ 9 1.1 

6 １９５５ 4 0.5 

7 １９５６ 6 0.7 

8 １９５７ 8 0.9 

9 １９５８ 13 1.5 

10 １９５９ 8 0.9 

11 １９６０ 17 2.0 

12 １９６１ 11 1.3 

13 １９６２ 17 2.0 

14 １９６３ 11 1.3 

15 １９６４ 15 1.8 

16 １９６５ 12 1.4 

17 １９６６ 8 0.9 

18 １９６７ 12 1.4 

19 １９６８ 18 2.1 

20 １９６９ 26 3.1 

21 １９７０ 17 2.0 

22 １９７１ 20 2.4 

23 １９７２ 14 1.6 

24 １９７３ 14 1.6 

25 １９７４ 14 1.6 

26 １９７５ 12 1.4 

27 １９７６ 6 0.7 

28 １９７７ 6 0.7 

29 １９７８ 6 0.7 

30 １９７９ 6 0.7 

31 １９８０ 12 1.4 

32 １９８１ 6 0.7 

33 １９８２ 8 0.9 

34 １９８３ 9 1.1 

35 １９８４ 9 1.1 

36 １９８５ 10 1.2 

37 １９８６ 6 0.7 

38 １９８７ 13 1.5 

39 １９８８ 6 0.7 

40 １９８９ 8 0.9 

41 １９９０ 12 1.4 

42 １９９１ 8 0.9 

43 １９９２ 4 0.5 

44 １９９３ 7 0.8 

45 １９９４ 7 0.8 

46 １９９５ 1 0.1 

47 １９９６ 8 0.9 

48 １９９７ 7 0.8 

49 １９９８ 7 0.8 

貴社の設立年を選択して下さい。（ＳＡ）

全体
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50 １９９９ 5 0.6 

51 ２０００ 14 1.6 

52 ２００１ 5 0.6 

53 ２００２ 10 1.2 

54 ２００３ 13 1.5 

55 ２００４ 8 0.9 

56 ２００５ 6 0.7 

57 ２００６ 8 0.9 

58 ２００７ 5 0.6 

59 ２００８ 5 0.6 

60 ２００９ 4 0.5 

61 ２０１０ 6 0.7 

62 ２０１１ 5 0.6 

63 ２０１２ 6 0.7 

64 ２０１３ 5 0.6 

65 ２０１４ 8 0.9 

66 ２０１５ 3 0.4 

67 ２０１６ 2 0.2 

68 ２０１７ 1 0.1 

69 ２０１８ 1 0.1 

70 ２０１９ 1 0.1 

Q8_5

回答数 ％

849 100.0 

1 かなり不足している 293 34.5 

2 やや不足している 441 51.9 

3 ほぼ適切 97 11.4 

4 やや過剰である 18 2.1 

5 かなり過剰である 0 0.0 

Q8_6

回答数 ％

849 100.0 

1 かなり不足している 174 20.5 

2 やや不足している 509 60.0 

3 ほぼ適切 142 16.7 

4 やや過剰である 24 2.8 

5 かなり過剰である 0 0.0 

Q8_7

回答数 ％

849 100.0 

1 本社・本部に近い 688 81.0 

2 本社・本部と各事業所・部門はほぼ同程度 123 14.5 

3 各事業所・部門に近い 38 4.5 

大卒の新規学卒者の実質的な採用権限はどこにありますか。以下の選択肢の中から最も近いものを一
つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

業種・業界全体における従業員の過剰感、不足感について、どのようにお感じですか。以下の選択肢
の中から最も近いものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体

貴社における従業員の過剰感、不足感について、どのようにお感じですか。以下の選択肢の中から最
も近いものを一つだけ選択して下さい。（ＳＡ）

全体
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Q8_8

回答数 ％

849 100.0 

1 専門性が高い職種が多い方である 297 35.0 

2 専門性が高い職種がやや多い方である 272 32.0 

3 どちらともいえない 160 18.8 

4 専門性が高い職種がやや少ない方である 75 8.8 

5 専門性が高い職種が少ない方である 45 5.3 

Q8_9

回答数 ％

849 100.0 

1 ゼネラリスト的な面が多い 72 8.5 

2 ややゼネラリスト的な面が多い 183 21.6 

3 どちらともいえない 192 22.6 

4 ややスペシャリスト的な面が多い 286 33.7 

5 スペシャリスト的な面が多い 116 13.7 

Q8_10

回答数 ％

849 100.0 

1 中途採用が多い方である 138 16.3 

2 やや中途採用が多い方である 126 14.8 

3 どちらともいえない 210 24.7 

4 やや新卒採用が多い方である 113 13.3 

5 新卒採用が多い方である 262 30.9 

貴社（あるいは貴社が属している業界）は他社（・他業界）に比べて中途採用が多い方ですか。それ
とも新卒採用が多いですか。（ＳＡ）

全体

貴社（あるいは貴社が属している業界）は他社（・他業界）に比べて専門性が高い職種が多いです
か。それとも少ないですか。（ＳＡ）

全体

貴社は他社に比べて従業員の人員配置や人事異動に際して、ゼネラリスト的な面が多い方でしょう
か。それともスペシャリスト的な面が多い方でしょうか。（ＳＡ）

全体

36



アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面面
画

面
画

面
画

面
画

面面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面面
画

面
画

面
画

面
画

面面
画

面
画

面
画

面
画

面
画

面
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始
開

始始始
開

始
開

始始
ア

ン
ケ

ー
ト

画
面

開
始

P
a
ge

 1

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

1
.2

0
1
9
年

3
月

卒
の

新
規

学
卒

者
の

採
用

状
況

2
0
1
9
年

3
月

卒
の

新
規

学
卒

者
の

採
用

状
況

や
課

題
に

つ
い

て
お

う
か

が
い

し
ま

す
。

新
規

学
卒

者
の

採
用

の
有

無

採
用

し
た

採
用

し
な

か
っ

た

0
5
0

1
0
0
(%

)

2
0
1
9
年

3
月

卒
の

四
年

制
大

学
ま

た
は

大
学

院
か

ら
新

規
学

卒
者

を
採

用
し

ま
し

た
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
当

て
は

ま
る

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。

P
a
ge

 2

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

新
規

学
卒

者
の

学
校

種
ご

と
の

採
用

状
況

四
年

制
大

学
(文

系
)

四
年

制
大

学
(理

系
)

大
学

院
(文

系
)

大
学

院
(理

系
)

0
5
0

1
0
0
(%

)

2
0
1
9
年

3
月

卒
の

新
規

学
卒

者
を

採
用

し
た

学
校

種
に

つ
い

て
、

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

あ
て

は
ま

る
も

の
を

す
べ

て
選

択
し

て
く
だ

さ
い

。
な

お
、

文
系

・
理

系
の

区
分

が
わ

か
ら

な
い

場
合

は
文

系
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

37



P
a
ge

 3

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

新
規

学
卒

者
の

学
校

種
ご

と
の

採
用

者
数

(正
社

員
)

四
年

制
大

学
(文

系
)

 人

四
年

制
大

学
(理

系
)

 人

大
学

院
(文

系
)

 人

大
学

院
(理

系
)

 人

�
�

0
5
0

1
0
0
(%

)

�
�
��

2
0
1
9
年

3
月

卒
の

新
規

学
卒

者
の

採
用

者
数

に
つ

い
て

、
そ

の
人

数
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
正

確
な

人
数

が
わ

か
ら

な
い

場
合

は
お

お
よ

そ
で

結
構

で
す

。

P
a
ge

 4

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

新
規

学
卒

者
の

人
数

確
保

状
況

確 保 で き た

ほ ぼ 確 保 で き た

あ ま り 確 保 で き な か っ た

ほ と ん ど 確 保 で き な か っ た

0
5
0

1
0
0
(%

)

2
0
1
9
年

3
月

卒
の

新
規

学
卒

者
に

つ
い

て
、

当
初

予
定

し
て

い
た

人
数

を
確

保
で

き
ま

し
た

か
。

学
校

種
ご

と
に

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
く
だ

さ
い

。
(そ

れ
ぞ

れ
ひ

と
つ

ず
つ

)

38



P
a
ge

 5

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

新
規

学
卒

者
の

質
の

確
保

状
況

確 保 で き た

ほ ぼ 確 保 で き た

あ ま り 確 保 で き な か っ た

ほ と ん ど 確 保 で き な か っ た

0
5
0

1
0
0
(%

)

2
0
1
9
年

3
月

卒
の

新
規

学
卒

者
に

つ
い

て
、

当
初

予
定

し
て

い
た

レ
ベ

ル
の

学
生

を
確

保
で

き
ま

し
た

か
。

学
校

種
ご

と
に

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
く
だ

さ
い

。
(そ

れ
ぞ

れ
ひ

と
つ

ず
つ

)

P
a
ge

 6

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

新
規

学
卒

者
の

採
用

に
あ

た
っ

て
重

視
し

て
い

る
授

業
外

の
経

験

部 活 動 サ ｜ ク ル 活 動

ア ル バ イ ト 経 験

イ ン タ ｜ ン シ ッ プ 経 験

ボ ラ ン テ ィ ア 経 験

海 外 留 学

海 外 旅 行

国 内 旅 行

資 格 取 得

読 書
芸 術 活 動

友 人 関 係

積 極 的 に 取 り 組 ん だ 経 験

経 験 の 内 容 は 問 わ な い が

そ の 他

特 に 重 視 し て い る 経 験 は な し

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

が
新

規
学

卒
者

を
採

用
す

る
に

当
た

っ
て

、
学

生
の

ど
の

よ
う

な
経

験
を

重
視

し
て

い
ま

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
、

最
も

重
視

し
て

い
る

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
(そ

れ
ぞ

れ
ひ

と
つ

ず
つ

)

39



P
a
ge

 7

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

新
規

学
卒

者
の

採
用

に
あ

た
っ

て
重

視
し

て
い

る
能

力
・
学

力

基
礎

学
力

専
門

知
識

・
技

能

外
国

語
能

力

一
般

常
識

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力

実
行

力

課
題

解
決

力

論
理

的
思

考
能

力

積
極

性

主
体

性

生
活

態
度

協
調

性

ス
ト

レ
ス

耐
性

マ
ナ

ー

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

企
画

力

情
報

収
集

能
力

社
会

的
関

心

貴
社

が
新

規
学

卒
者

を
採

用
す

る
に

当
た

っ
て

ど
の

よ
う

な
能

力
・
学

力
を

重
視

し
て

い
ま

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
、

重
視

し
て

い
る

も
の

を
上

位
3
つ

ま
で

選
択

し
て

下
さ

い
。

(そ
れ

ぞ
れ

ひ
と

つ
ず

つ
)

異
文

化
対

応
力

そ
の

他

0
5
0

1
0
0
(%

)

40



P
a
ge

 8

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

実
施

し
て

い
る

能
力

判
断

の
方

法

履
歴

書
・
エ

ン
ト

リ
ー

シ
ー

ト

適
性

検
査

学
力

テ
ス

ト
・
筆

記
試

験

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

面
接

自
社

で
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

経
験

他
社

で
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

経
験

自
社

で
の

ア
ル

バ
イ

ト
経

験

他
社

で
の

ア
ル

バ
イ

ト
経

験

リ
ク

ル
ー

タ
の

評
価

社
内

の
よ

り
実

務
に

近
い

人
の

評
価

大
学

名
や

大
学

ラ
ン

キ
ン

グ

学
業

成
績

学
校

や
教

員
の

推
薦

大
学

で
の

専
門

分
野

実
技

作
文

そ
の

他

新
規

学
卒

者
を

採
用

す
る

に
当

た
っ

て
学

生
の

能
力

を
ど

の
よ

う
な

方
法

に
よ

り
判

断
し

て
い

ま
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

、
当

て
は

ま
る

も
の

を
上

位
3
つ

選
択

し
て

下
さ

い
。

(そ
れ

ぞ
れ

ひ
と

つ
ず

つ
)

0
5
0

1
0
0
(%

)
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P
a
ge

 9

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

能
力

判
断

の
容

易
さ

十 分 把 握 で き る

あ る 程 度 把 握 で き る

あ ま り 把 握 で き な い

ほ と ん ど 把 握 で き な い

十 分 把 握 で き る

あ る 程 度 把 握 で き る

あ ま り 把 握 で き な い

ほ と ん ど 把 握 で き な い

貴
社

で
実

施
し

て
い

る
能

力
判

断
の

方
法

に
よ

り
学

生
の

能
力

は
ど

の
程

度
把

握
で

き
ま

す
か

。
方

法
ご

と
に

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
(そ

れ
ぞ

れ
ひ

と
つ

ず
つ

)

十 分 把 握 で き る

あ る 程 度 把 握 で き る

あ ま り 把 握 で き な い

ほ と ん ど 把 握 で き な い

十 分 把 握 で き る

あ る 程 度 把 握 で き る

あ ま り 把 握 で き な い

ほ と ん ど 把 握 で き な い

0
5
0

1
0
0
(%

)
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P
a
ge

 1
0

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

新
規

学
卒

者
の

採
用

に
関

す
る

課
題

自
社

へ
の

応
募

者
が

少
な

す
ぎ

る

自
社

が
求

め
て

い
る

能
力

、
技

能
・
資

格
を

有
し

て
い

る
学

生
の

応
募

者
が

少
な

い

自
社

へ
の

応
募

者
が

多
す

ぎ
る

自
社

の
こ

と
を

よ
く
知

ら
ず

に
応

募
す

る
学

生
が

多
い

採
用

活
動

の
期

間
が

短
す

ぎ
る

採
用

活
動

の
期

間
が

長
す

ぎ
る

採
用

活
動

の
時

期
が

遅
す

ぎ
る

採
用

活
動

の
時

期
が

早
す

ぎ
る

採
用

活
動

に
つ

い
て

経
済

団
体

や
業

界
の

規
制

等
が

強
す

ぎ
る

採
用

活
動

に
つ

い
て

経
済

団
体

や
業

界
の

規
制

等
が

弱
す

ぎ
る

採
用

活
動

に
つ

い
て

政
府

の
規

制
等

が
強

す
ぎ

る

採
用

活
動

に
つ

い
て

政
府

の
規

制
等

が
弱

す
ぎ

る

採
用

活
動

に
つ

い
て

大
学

の
規

制
等

が
強

す
ぎ

る

採
用

活
動

に
つ

い
て

大
学

の
規

制
等

が
弱

す
ぎ

る

学
生

の
能

力
や

性
格

の
把

握
が

困
難

で
あ

る

内
定

ま
た

は
内

々
定

を
出

し
て

も
辞

退
者

が
多

い

採
用

し
て

も
入

社
後

す
ぐ

に
退

職
し

て
し

ま
う

採
用

を
担

当
す

る
部

署
の

人
材

が
不

足
し

て
い

る

採
用

に
係

る
金

銭
的

コ
ス

ト
が

大
き

す
ぎ

る

新
規

学
卒

者
を

採
用

す
る

に
当

た
っ

て
の

課
題

は
何

で
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

当
て

は
ま

る
も

の
を

上
位

3
つ

ま
で

選
択

し
て

下
さ

い
。

(そ
れ

ぞ
れ

ひ
と

つ
ず

つ
)

そ
の

他

0
5
0

1
0
0
(%

)
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P
a
ge

 1
1

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

2
.イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

2
0
1
8
(平

成
3
0
)年

度
中

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

お
う

か
が

い
し

ま
す

。

貴
社

に
お

け
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施
状

況
と

対
象

者

四
年

制
大

学
学

部
生

(文
系

)

四
年

制
大

学
学

部
生

(理
系

)

大
学

院
生

(文
系

)

大
学

院
生

(理
系

)

上
記

の
学

校
か

ら
は

受
け

入
れ

て
い

な
い

0
5
0

1
0
0
(%

)

2
0
1
8
(平

成
3
0
)年

度
中

に
大

学
、

大
学

院
の

学
生

を
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

し
て

受
け

入
れ

ま
し

た
か

。
受

け
入

れ
た

学
生

を
す

べ
て

選
択

し
て

下
さ

い
。

（
い

く
つ

で
も

）

P
a
ge

 1
2

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

受
入

人
数

四
年

制
大

学
学

部
生

(文
系

)
 人

四
年

制
大

学
学

部
生

(理
系

)
 人

大
学

院
生

(文
系

)
 人

大
学

院
生

(理
系

)
 人

�
�

0
5
0

1
0
0
(%

)

�
�
��

受
け

入
れ

た
人

数
は

何
人

で
す

か
。

Q
2
_1

で
回

答
し

た
学

生
の

属
性

ご
と

に
そ

の
人

数
を

選
択

し
て

下
さ

い
。

お
お

よ
そ

の
人

数
で

か
ま

い
ま

せ
ん

が
、

不
明

な
場

合
は

「
-
1
」
と

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。
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P
a
ge

 1
3

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

受
入

期
間

1
日

2
～

4
日

1
週

間
程

度

2
週

間
程

度

1
ヶ

月
程

度

2
～

6
ヶ

月
未

満

6
ヶ

月
以

上

不
明

0
5
0

1
0
0
(%

)

1
人

当
た

り
の

受
入

期
間

は
ど

の
程

度
で

す
か

。
Q

2
_1

で
回

答
し

た
学

生
の

属
性

ご
と

に
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
一

つ
だ

け
選

択
し

て
く
だ

さ
い

。
期

間
の

異
な

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
が

あ
る

場
合

は
、

最
も

人
数

の
多

い
順

に
3
つ

選
択

し
、

以
下

の
①

～
③

に
そ

れ
ぞ

れ
一

つ
ず

つ
回

答
し

て
く
だ

さ
い

。
な

お
、

期
間

が
異

な
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

が
な

い
場

合
は

①
の

み
で

か
ま

い
ま

せ
ん

。
(そ

れ
ぞ

れ
ひ

と
つ

ず
つ

)

P
a
ge

 1
4

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

実
施

目
的

社 会 貢 献 の た め

優 秀 な 学 生 の 採 用 に つ な げ る た め

職 場 の 活 性 化 の た め

業 務 の 補 助 戦 力 に す る た め

学 生 の 職 業 観 涵 養

大 学 ・ 研 究 室 と の 関 係 構 築

そ の 他

0
5
0

1
0
0
(%

)

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
学

生
を

受
け

入
れ

た
主

な
目

的
は

何
で

す
か

。
Q

2
_1

で
回

答
し

た
学

生
の

属
性

ご
と

に
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
最

も
重

視
し

た
も

の
を

一
つ

だ
け

選
択

し
て

下
さ

い
。

(そ
れ

ぞ
れ

ひ
と

つ
ず

つ
)
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P
a
ge

 1
5

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

目
的

の
達

成
度

達 成 で き た

ほ ぼ 達 成 で き た

あ ま り 達 成 で き な か っ た

達 成 で き な か っ た

0
5
0

1
0
0
(%

)

Q
2
_4

で
ご

回
答

い
た

だ
い

た
目

的
は

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

ま
し

た
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
最

も
近

い
も

の
を

学
校

種
ご

と
に

一
つ

だ
け

選
択

し
て

下
さ

い
。

(そ
れ

ぞ
れ

ひ
と

つ
ず

つ
)

P
a
ge

 1
6

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

3
.イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

新
規

学
卒

者
の

採
用

の
関

係
に

つ
い

て
次

に
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

と
新

規
学

卒
者

の
採

用
の

関
係

に
つ

い
て

お
う

か
が

い
し

ま
す

。
2
0
1
9
年

3
月

卒
・
4
月

入
社

の
学

生
・
新

入
社

員
に

つ
い

て
わ

か
る

範
囲

内
で

お
答

え
下

さ
い

。
な

お
、

以
下

で
は

四
年

制
大

学
の

学
部

生
に

絞
っ

て
ご

質
問

し
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

参
加

学
生

に
対

す
る

就
職

へ
の

働
き

か
け

参
加

者
全

員
に

対
し

て
働

き
か

け
を

行
っ

た

参
加

者
の

一
部

の
学

生
の

対
し

て
働

き
か

け
を

行
っ

た

な
い

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

が
実

施
し

て
い

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

し
た

学
生

本
人

に
貴

社
へ

の
就

職
を

働
き

か
け

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

、
当

て
は

ま
る

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
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P
a
ge

 1
7

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

具
体

的
な

働
き

か
け

の
内

容

会
社

側
か

ら
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
参

加
学

生
に

対
し

て
一

般
的

な
採

用
情

報
を

提
供

し
た

会
社

側
か

ら
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
参

加
学

生
限

定
の

採
用

に
関

す
る

情
報

を
提

供
し

た

非
参

加
学

生
の

選
考

よ
り

も
早

い
時

期
に

選
考

を
行

っ
た

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

参
加

学
生

限
定

の
セ

ミ
ナ

ー
等

を
開

催
し

た

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

の
提

出
を

免
除

し
た

企
業

説
明

会
に

つ
い

て
優

先
的

に
対

応
し

た

書
類

選
考

を
免

除
・
軽

減
し

た

筆
記

試
験

を
免

除
・
軽

減
し

た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

免
除

・
軽

減

面
接

回
数

を
減

ら
し

た

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
成

績
優

秀
者

に
内

定
・
内

々
定

を
出

し
た

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

0
5
0

1
0
0
(%

)

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

参
加

学
生

に
対

し
て

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
働

き
か

け
を

行
い

ま
し

た
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
当

て
は

ま
る

も
の

を
す

べ
て

選
ん

で
く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

P
a
ge

 1
8

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

働
き

か
け

た
理

由 採
用

を
目

的
と

し
て

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

て
お

り
、

当
該

学
生

が
優

秀
で

あ
る

と
判

断
し

た
か

ら

採
用

を
目

的
と

し
て

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
当

該
学

生
が

優
秀

で
あ

っ
た

か
ら

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

た
現

場
の

強
い

要
望

が
あ

っ
た

か
ら

当
該

学
生

が
自

社
に

就
職

し
た

い
と

い
う

意
思

を
示

し
た

か
ら

人
手

が
不

足
し

て
い

た
か

ら

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

た
学

校
と

、
当

該
学

生
に

就
職

を
働

き
か

け
る

約
束

を
し

て
い

た
か

ら

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

0
5
0

1
0
0
(%

)

働
き

か
け

た
理

由
は

何
で

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
、

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
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P
a
ge

 1
9

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

採
用

の
有

無

採
用

し
た

こ
と

が
あ

る

採
用

し
た

こ
と

が
な

い

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

2
0
1
9
年

3
月

卒
の

採
用

に
お

い
て

、
働

き
か

け
を

し
た

当
該

学
生

を
実

際
に

採
用

し
ま

し
た

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

、
当

て
は

ま
る

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。

P
a
ge

 2
0

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

採
用

人
数

 人

�
�

0
5
0

1
0
0
(%

)

�
�
��
��

働
き

か
け

を
し

た
当

該
学

生
を

採
用

し
た

人
数

は
何

人
で

す
か

。
そ

の
人

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
お

お
よ

そ
の

人
数

で
か

ま
い

ま
せ

ん
が

、
わ

か
ら

な
い

場
合

は
「
-
1
」
と

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。
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P
a
ge

 2
1

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

働
き

か
け

な
か

っ
た

理
由

そ
も

そ
も

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
よ

っ
て

企
業

側
か

ら
ア

プ
ロ

ー
チ

を
す

る
つ

も
り

は
な

か
っ

た
か

ら

採
用

し
た

い
と

い
う

優
秀

な
学

生
は

い
な

か
っ

た
か

ら

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

だ
け

で
は

学
生

の
能

力
が

わ
か

ら
な

い
か

ら

学
生

へ
の

就
職

の
働

き
か

け
を

学
校

側
か

ら
禁

止
さ

れ
て

い
る

か
ら

学
生

へ
の

就
職

の
働

き
か

け
を

経
営

者
団

体
や

業
界

で
禁

止
さ

れ
て

い
る

か
ら

新
卒

採
用

は
行

っ
て

い
な

い
か

ら

学
生

本
人

の
意

思
を

尊
重

し
て

い
る

か
ら

そ
の

他
(具

体
的

に
:

)  0
5
0

1
0
0
(%

)

学
生

に
働

き
か

け
な

か
っ

た
理

由
は

何
で

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
、

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。

P
a
ge

 2
2

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

参
加

学
生

の
貴

社
へ

の
応

募
・
エ

ン
ト

リ
ー

(学
生

側
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
)

あ
る

な
い

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

が
実

施
し

て
い

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

し
た

学
生

が
貴

社
の

新
卒

採
用

に
応

募
・
エ

ン
ト

リ
ー

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
当

て
は

ま
る

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
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P
a
ge

 2
3

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

採
用

の
有

無

採
用

し
た

こ
と

が
あ

る

採
用

し
た

こ
と

が
な

い

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

2
0
1
9
年

3
月

卒
の

採
用

に
お

い
て

、
学

生
側

か
ら

の
働

き
か

け
が

あ
っ

た
当

該
学

生
を

新
卒

採
用

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
当

て
は

ま
る

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。

P
a
ge

 2
4

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

採
用

人
数

 人

�
�

0
5
0

1
0
0
(%

)

�
�
��
��

働
き

か
け

が
あ

っ
た

当
該

学
生

を
採

用
し

た
人

数
は

何
人

で
す

か
。

そ
の

人
数

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
お

お
よ

そ
の

人
数

で
か

ま
い

ま
せ

ん
が

、
わ

か
ら

な
い

場
合

は
「
-
1
」
と

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。
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P
a
ge

 2
5

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

採
用

の
決

定
要

因

採
用

の
決

め
手

に
な

っ
た

採
用

の
決

め
手

に
は

な
ら

な
か

っ
た

が
、

採
用

を
検

討
す

る
材

料
に

は
な

っ
た

採
用

を
検

討
す

る
材

料
に

は
な

ら
な

か
っ

た
(結

果
的

に
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
経

験
者

で
あ

っ
た

だ
け

で
あ

る
)

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

働
き

か
け

が
あ

っ
た

当
該

学
生

を
採

用
し

た
際

に
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
経

験
が

採
用

の
決

め
手

に
な

り
ま

し
た

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

、
最

も
近

い
も

の
を

一
つ

だ
け

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

P
a
ge

 2
6

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

4
.学

生
ア

ル
バ

イ
ト

の
雇

用
状

況
2
0
1
8
(平

成
3
0
)年

度
中

の
学

生
ア

ル
バ

イ
ト

の
雇

用
状

況
に

つ
い

て
お

う
か

が
い

し
ま

す
。

な
お

、
以

下
で

は
四

年
生

大
学

の
学

部
生

に
絞

っ
て

ご
質

問
し

ま
す

。

貴
社

に
お

け
る

ア
ル

バ
イ

ト
の

雇
用

状
況

と
対

象
者

雇
用

し
た

雇
用

し
な

か
っ

た

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

2
0
1
8
(平

成
3
0
)年

度
中

に
大

学
生

を
ア

ル
バ

イ
ト

と
し

て
雇

用
し

ま
し

た
か

。
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P
a
ge

 2
7

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

具
体

的
な

仕
事

内
容

教
育

関
係

(家
庭

教
師

、
塾

・
予

備
校

講
師

、
試

験
監

督
・
採

点
な

ど
)

事
務

(一
般

事
務

、
デ

ー
タ

入
力

、
パ

ソ
コ

ン
入

力
事

務
、

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
な

ど
)

販
売

(コ
ン

ビ
ニ

・
ス

ー
パ

ー
・
デ

パ
ー

ト
・
量

販
店

等
で

の
販

売
(レ

ジ
係

を
含

む
)、

営
業

な
ど

飲
食

業
(調

理
、

接
客

、
デ

リ
バ

リ
ー

な
ど

)

販
売

・
飲

食
業

を
除

く
軽

労
働

(清
掃

、
警

備
、

包
装

、
配

布
、

新
聞

配
達

、
製

造
、

調
査

、
イ

ベ
ン

ト
ス

タ
ッ

フ
な

ど
)

重
労

働
・
危

険
作

業
(土

木
工

事
、

重
量

物
運

搬
、

引
越

し
ス

タ
ッ

フ
、

倉
庫

整
理

、
プ

レ
ス

作
業

、
建

築
の

現
場

作
業

、
高

所
の

屋
外

作
業

な
ど

)

特
殊

技
能

(通
訳

、
翻

訳
、

製
図

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

、
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
な

ど
)

そ
の

他
(具

体
的

に
:

)  0
5
0

1
0
0
(%

)

ア
ル

バ
イ

ト
学

生
が

行
っ

て
い

る
具

体
的

な
仕

事
内

容
は

何
で

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
、

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
複

数
の

学
生

が
い

る
場

合
は

最
も

人
数

を
多

い
も

の
を

一
つ

だ
け

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

P
a
ge

 2
8

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

大
学

生
を

ア
ル

バ
イ

ト
と

し
て

雇
用

し
て

い
る

理
由

安
価

な
労

働
力

と
し

て

柔
軟

な
時

間
管

理
の

必
要

性
か

ら

正
社

員
や

パ
ー

ト
で

は
人

員
が

足
り

な
い

か
ら

補
助

的
な

業
務

な
の

で
ア

ル
バ

イ
ト

で
十

分
だ

か
ら

大
学

生
の

専
門

的
な

知
識

や
技

能
を

活
用

し
た

い
か

ら

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

が
大

学
生

を
ア

ル
バ

イ
ト

と
し

て
雇

用
し

て
い

る
理

由
は

何
で

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
、

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
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P
a
ge

 2
9

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

学
生

を
ア

ル
バ

イ
ト

と
し

て
雇

用
し

て
い

な
い

理
由

ア
ル

バ
イ

ト
大

学
生

向
け

の
仕

事
が

な
い

仕
事

に
対

す
る

大
学

生
の

意
識

が
低

い

大
学

生
の

能
力

が
低

い

人
手

が
足

り
て

い
る

大
学

生
は

入
れ

替
わ

り
が

激
し

い

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

が
大

学
生

を
ア

ル
バ

イ
ト

と
し

て
雇

用
し

て
い

な
い

理
由

は
何

で
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

、
最

も
近

い
も

の
を

一
つ

だ
け

選
択

し
て

下
さ

い
。

P
a
ge

 3
0

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

5
.ア

ル
バ

イ
ト

を
活

用
し

た
採

用
の

有
無

、
活

用
状

況
次

に
、

ア
ル

バ
イ

ト
と

新
規

学
卒

者
の

採
用

の
関

係
に

つ
い

て
お

う
か

が
い

し
ま

す
。

2
0
1
9
年

3
月

卒
・
4
月

入
社

の
学

生
・
新

入
社

員
に

つ
い

て
わ

か
る

範
囲

内
で

お
答

え
下

さ
い

。
な

お
、

以
下

で
は

四
年

制
大

学
の

学
部

生
に

絞
っ

て
ご

質
問

し
ま

す
。

ア
ル

バ
イ

ト
学

生
に

対
す

る
就

職
へ

の
働

き
か

け
(企

業
側

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

)

ア
ル

バ
イ

ト
学

生
全

員
に

対
し

て
働

き
か

け
を

行
っ

た

ア
ル

バ
イ

ト
学

生
の

一
部

に
対

し
て

働
き

か
け

を
行

っ
た

な
い

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

で
ア

ル
バ

イ
ト

を
し

て
い

る
学

生
に

、
そ

の
ま

ま
貴

社
に

正
社

員
と

し
て

就
職

す
る

よ
う

働
き

か
け

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

、
当

て
は

ま
る

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
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P
a
ge

 3
1

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

ア
ル

バ
イ

ト
学

生
の

貴
社

へ
の

応
募

・
エ

ン
ト

リ
ー

(学
生

側
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
)

会
社

側
か

ら
ア

ル
バ

イ
ト

学
生

に
対

し
て

一
般

的
な

採
用

情
報

を
提

供
し

た

会
社

側
か

ら
ア

ル
バ

イ
ト

学
生

限
定

の
採

用
に

関
す

る
情

報
を

提
供

し
た

他
の

学
生

の
選

考
よ

り
も

早
い

時
期

に
選

考
を

行
っ

た

ア
ル

バ
イ

ト
学

生
限

定
の

セ
ミ

ナ
ー

等
を

開
催

し
た

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

の
提

出
を

免
除

し
た

企
業

説
明

会
に

つ
い

て
優

先
的

に
対

応
し

た

書
類

選
考

を
免

除
・
軽

減
し

た

筆
記

試
験

を
免

除
・
軽

減
し

た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

免
除

・
軽

減

面
接

回
数

を
減

ら
し

た

ア
ル

バ
イ

ト
学

生
の

う
ち

優
秀

者
に

内
定

・
内

々
定

を
出

し
た

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

0
5
0

1
0
0
(%

)

ア
ル

バ
イ

ト
学

生
に

対
し

て
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

働
き

か
け

を
行

い
ま

し
た

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

当
て

は
ま

る
も

の
を

す
べ

て
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

P
a
ge

 3
2

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

働
き

か
け

た
理

由 正
社

員
と

し
て

の
採

用
を

目
的

と
し

て
ア

ル
バ

イ
ト

を
雇

用
し

て
お

り
、

当
該

学
生

が
優

秀
で

あ
っ

た
か

ら

正
社

員
と

し
て

の
採

用
を

目
的

と
し

て
ア

ル
バ

イ
ト

を
雇

用
し

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
当

該
学

生
が

優
秀

で
あ

っ
た

か
ら

ア
ル

バ
イ

ト
を

雇
用

し
て

い
る

現
場

の
強

い
要

望
が

あ
っ

た
か

ら

そ
の

学
生

が
自

社
に

就
職

し
た

い
と

い
う

意
思

を
示

し
た

か
ら

人
手

が
不

足
し

て
い

た
か

ら

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

0
5
0

1
0
0
(%

)

働
き

か
け

た
理

由
は

何
で

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
、

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
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P
a
ge

 3
3

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

採
用

の
有

無

採
用

し
た

こ
と

が
あ

る

採
用

し
た

こ
と

が
な

い

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

働
き

か
け

を
し

た
当

該
学

生
を

実
際

に
採

用
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

、
当

て
は

ま
る

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。

P
a
ge

 3
4

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

採
用

人
数

 人

�
�

0
5
0

1
0
0
(%

)

�
�
��
��

働
き

か
け

を
し

た
当

該
学

生
を

採
用

し
た

人
数

は
何

人
で

す
か

。
そ

の
人

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
お

お
よ

そ
の

人
数

で
か

ま
い

ま
せ

ん
が

、
わ

か
ら

な
い

場
合

は
「
-
1
」
と

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。
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P
a
ge

 3
5

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

働
き

か
け

な
か

っ
た

理
由

採
用

し
た

い
と

い
う

優
秀

な
学

生
は

い
な

か
っ

た
か

ら

ア
ル

バ
イ

ト
だ

け
で

は
学

生
・
生

徒
の

能
力

が
わ

か
ら

な
い

か
ら

そ
も

そ
も

ア
ル

バ
イ

ト
か

ら
の

採
用

は
考

え
て

い
な

い
か

ら

新
卒

採
用

は
行

っ
て

い
な

い
か

ら

学
生

本
人

の
意

思
を

尊
重

し
て

い
る

か
ら

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

0
5
0

1
0
0
(%

)

学
生

に
働

き
か

け
な

か
っ

た
理

由
は

何
で

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
、

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。

P
a
ge

 3
6

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

ア
ル

バ
イ

ト
学

生
の

貴
社

へ
の

応
募

・
エ

ン
ト

リ
ー

(学
生

側
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
)

あ
る

な
い

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

で
ア

ル
バ

イ
ト

を
し

て
い

る
学

生
が

、
貴

社
の

新
卒

採
用

に
応

募
・
エ

ン
ト

リ
ー

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
当

て
は

ま
る

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
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P
a
ge

 3
7

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

学
生

の
採

用
の

有
無

採
用

し
た

こ
と

が
あ

る

採
用

し
た

こ
と

が
な

い

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

働
き

か
け

が
あ

っ
た

当
該

学
生

を
新

卒
採

用
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

当
て

は
ま

る
も

の
を

一
つ

だ
け

選
択

し
て

下
さ

い
。

P
a
ge

 3
8

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

採
用

人
数

 人

�
�

0
5
0

1
0
0
(%

)

�
�
��
��

働
き

か
け

が
あ

っ
た

当
該

学
生

を
採

用
し

た
人

数
は

何
人

で
す

か
。

そ
の

人
数

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
お

お
よ

そ
の

人
数

で
か

ま
い

ま
せ

ん
が

、
わ

か
ら

な
い

場
合

は
「
-
1
」
と

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。
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P
a
ge

 3
9

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

採
用

の
決

定
要

因

採
用

の
決

め
手

に
な

っ
た

採
用

の
決

め
手

に
は

な
ら

な
か

っ
た

が
、

採
用

を
検

討
す

る
材

料
に

は
な

っ
た

採
用

を
検

討
す

る
材

料
に

は
な

ら
な

か
っ

た
(結

果
的

に
ア

ル
バ

イ
ト

経
験

者
で

あ
っ

た
だ

け
で

あ
る

)

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

働
き

か
け

が
あ

っ
た

当
該

学
生

を
採

用
し

た
際

に
、

ア
ル

バ
イ

ト
の

経
験

が
採

用
の

決
め

手
に

な
り

ま
し

た
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
、

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
く
だ

さ
い

。

P
a
ge

 4
0

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

6
.イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

採
用

に
結

び
つ

け
る

こ
と

に
対

す
る

考
え

方
次

に
、

新
卒

採
用

の
際

に
、

学
生

の
能

力
や

性
格

を
把

握
す

る
た

め
に

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
活

用
す

る
こ

と
に

つ
い

て
の

考
え

方
を

お
う

か
が

い
し

ま
す

。
現

時
点

で
の

個
人

的
な

ご
意

見
で

結
構

で
す

。

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
学

生
の

能
力

を
把

握
す

る
た

め
に

活
用

す
る

こ
と

に
対

す
る

基
本

的
考

え
方

賛
成

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

賛
成

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
対

反
対

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
学

生
の

能
力

を
把

握
す

る
た

め
に

活
用

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
に

考
え

ま
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

あ
な

た
の

考
え

に
最

も
近

い
も

の
を

一
つ

だ
け

選
択

し
て

下
さ

い
。
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P
a
ge

 4
1

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

賛
成

理
由

従
来

の
採

用
活

動
よ

り
も

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
方

が
学

生
の

能
力

を
把

握
し

や
す

い
か

ら

採
用

と
結

び
つ

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

学
生

も
真

剣
に

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
る

か
ら

採
用

と
結

び
つ

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
す

る
学

生
が

増
え

る
か

ら

採
用

と
結

び
つ

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

企
業

も
真

剣
に

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
る

か
ら

採
用

と
結

び
つ

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
す

る
企

業
等

が
増

え
る

か
ら

学
生

に
当

社
の

本
当

の
姿

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

る
か

ら

当
社

が
求

め
て

い
る

能
力

、
技

能
、

資
格

を
有

す
る

学
生

が
応

募
す

る
よ

う
に

な
る

か
ら

早
く
か

ら
採

用
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

か
ら

当
社

へ
の

就
職

希
望

学
生

の
応

募
が

増
え

る
か

ら

そ
の

他
(具

体
的

に
:

)  0
5
0

1
0
0
(%

)

賛
成

す
る

理
由

は
何

で
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

特
に

強
く
思

う
も

の
を

3
つ

ま
で

選
択

し
て

下
さ

い
。

(3
つ

ま
で

)

P
a
ge

 4
2

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

反
対

理
由

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

で
は

学
生

の
能

力
を

把
握

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
か

ら

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
で

き
る

人
数

に
は

限
り

が
あ

り
、

そ
の

中
か

ら
採

用
者

を
選

考
す

る
の

は
困

難
で

あ
る

か
ら

採
用

活
動

の
時

期
が

早
く
な

っ
て

し
ま

う
か

ら

学
生

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

希
望

先
が

特
定

の
企

業
等

に
集

中
し

て
し

ま
う

か
ら

学
生

や
学

校
か

ら
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
応

募
が

多
く
な

り
、

対
応

が
困

難
に

な
る

か
ら

他
企

業
と

の
関

係
で

採
用

が
不

利
に

な
る

か
ら

当
社

へ
の

新
規

採
用

に
対

す
る

応
募

者
数

が
減

少
し

て
し

ま
う

か
ら

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
で

き
な

い
学

生
が

不
利

に
な

っ
て

し
ま

う
か

ら

当
社

の
担

当
者

の
負

担
が

大
き

く
な

っ
て

し
ま

う
か

ら

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

は
そ

も
そ

も
採

用
を

目
的

と
し

て
実

施
し

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
か

ら

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
す

る
学

生
の

選
考

を
学

校
側

が
行

な
っ

て
お

り
、

自
社

が
学

生
を

選
考

で
き

な
い

か
ら

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

0
5
0

1
0
0
(%

)

反
対

す
る

理
由

は
何

で
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

特
に

強
く
思

う
も

の
を

3
つ

ま
で

選
択

し
て

下
さ

い
。

(3
つ

ま
で

)
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P
a
ge

 4
3

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

検
討

す
べ

き
課

題 イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
期

間

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施
時

期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

内
容

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
あ

り
方

を
含

め
た

教
育

体
系

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

参
加

学
生

に
対

す
る

報
酬

の
支

払
い

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

参
加

学
生

の
労

働
者

と
し

て
の

位
置

付
け

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

後
に

自
社

に
就

職
し

て
く
れ

る
と

い
う

前
提

条
件

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施
に

際
し

て
の

、
受

入
企

業
側

に
よ

る
学

生
の

選
考

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
採

用
活

動
に

関
す

る
自

社
内

の
制

度
・
ル

ー
ル

の
明

確
化

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
す

る
に

あ
た

っ
て

の
行

政
か

ら
企

業
へ

の
金

銭
的

な
補

助

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
就

職
活

動
に

関
す

る
行

政
の

指
針

や
指

導

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
就

職
活

動
に

関
す

る
経

済
団

体
等

の
指

針
や

指
導

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
就

職
活

動
に

関
す

る
日

本
全

体
の

制
度

・
ル

ー
ル

の
明

確
化

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
就

職
活

動
に

関
す

る
教

育
機

関
と

の
協

力
関

係
の

見
直

し

就
職

活
動

の
時

期
の

見
直

し

大
学

の
修

業
年

限
の

柔
軟

化

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

検
討

す
べ

き
課

題
は

な
い

0
5
0

1
0
0
(%

)

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
学

生
の

能
力

把
握

に
活

用
す

る
場

合
、

検
討

す
べ

き
課

題
と

し
て

ど
の

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
お

考
え

で
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

あ
な

た
の

お
考

え
に

当
て

は
ま

る
も

の
を

す
べ

て
選

択
し

て
下

さ
い

。
な

お
、

賛
成

・
反

対
に

か
か

わ
ら

ず
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

P
a
ge

 4
4

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

必
要

な
期

間

1
日

程
度

2
～

3
日

程
度

1
週

間
程

度

2
週

間
程

度

1
ヶ

月
程

度

2
～

3
ヶ

月
程

度

半
年

程
度

1
年

程
度

0
5
0

1
0
0
(%

)

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
新

卒
採

用
に

結
び

つ
け

る
場

合
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

は
ど

の
く
ら

い
の

期
間

が
必

要
で

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
あ

な
た

の
お

考
え

に
最

も
近

い
も

の
を

一
つ

だ
け

選
択

し
て

下
さ

い
。
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P
a
ge

 4
5

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

適
切

な
実

施
時

期 1
年

生

2
年

生

3
年

生
に

な
る

春
休

み
頃

3
年

生
前

半

3
年

生
の

夏
休

み
頃

3
年

生
の

後
半

4
年

生
に

な
る

春
休

み
頃

4
年

生
前

半

4
年

生
の

夏
休

み
頃

4
年

生
の

後
半

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

0
5
0

1
0
0
(%

)

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
新

卒
採

用
に

結
び

つ
け

る
場

合
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施
時

期
は

い
つ

頃
が

適
切

で
す

か
。

四
年

制
大

学
の

場
合

を
例

に
、

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

あ
な

た
の

お
考

え
に

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。

P
a
ge

 4
6

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

7
.ア

ル
バ

イ
ト

を
採

用
に

結
び

つ
け

る
こ

と
に

対
す

る
考

え
方

次
に

、
新

卒
採

用
の

際
に

、
学

生
の

能
力

や
性

格
を

把
握

す
る

た
め

に
ア

ル
バ

イ
ト

を
活

用
す

る
こ

と
に

つ
い

て
の

考
え

方
を

お
う

か
が

い
し

ま
す

。
現

時
点

で
の

個
人

的
な

ご
意

見
で

結
構

で
す

。

ア
ル

バ
イ

ト
を

学
生

の
能

力
や

性
格

を
把

握
す

る
た

め
に

活
用

す
る

こ
と

に
対

す
る

基
本

的
考

え
方

賛
成

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

賛
成

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
対

反
対

わ
か

ら
な

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

ア
ル

バ
イ

ト
を

学
生

の
能

力
を

把
握

す
る

た
め

に
活

用
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

に
考

え
ま

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
あ

な
た

の
考

え
に

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
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P
a
ge

 4
7

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

賛
成

理
由

従
来

の
採

用
活

動
よ

り
も

ア
ル

バ
イ

ト
の

方
が

学
生

の
能

力
や

性
格

を
把

握
し

や
す

い
か

ら

採
用

と
結

び
つ

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

学
生

も
真

剣
に

ア
ル

バ
イ

ト
に

取
り

組
む

よ
う

に
な

る
か

ら

採
用

と
結

び
つ

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

ア
ル

バ
イ

ト
に

参
加

す
る

学
生

が
増

え
る

か
ら

採
用

と
結

び
つ

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

企
業

も
真

剣
に

ア
ル

バ
イ

ト
学

生
に

対
応

す
る

よ
う

に
な

る
か

ら

学
生

に
当

社
の

本
当

の
姿

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

る
か

ら

当
社

が
求

め
て

い
る

能
力

、
技

能
、

資
格

を
有

す
る

学
生

が
応

募
す

る
よ

う
に

な
る

か
ら

早
く
か

ら
採

用
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

か
ら

当
社

へ
の

就
職

希
望

学
生

の
応

募
が

増
え

る
か

ら

そ
の

他
(具

体
的

に
:

)  0
5
0

1
0
0
(%

)

賛
成

す
る

理
由

は
何

で
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

特
に

強
く
思

う
も

の
を

3
つ

ま
で

選
択

し
て

下
さ

い
。

(3
つ

ま
で

)

P
a
ge

 4
8

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

反
対

理
由

ア
ル

バ
イ

ト
で

は
学

生
の

能
力

や
性

格
を

把
握

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
か

ら

ア
ル

バ
イ

ト
を

実
施

で
き

る
人

数
に

は
限

り
が

あ
り

、
そ

の
中

か
ら

採
用

者
を

選
考

す
る

の
は

困
難

で
あ

る
か

ら

採
用

活
動

の
時

期
が

早
く
な

っ
て

し
ま

う
か

ら

学
生

の
ア

ル
バ

イ
ト

の
希

望
先

が
特

定
の

企
業

等
に

集
中

し
て

し
ま

う
か

ら

学
生

か
ら

の
ア

ル
バ

イ
ト

の
応

募
が

多
く
な

り
、

対
応

が
困

難
に

な
る

か
ら

他
企

業
と

の
関

係
で

採
用

が
不

利
に

な
る

か
ら

当
社

へ
の

新
規

採
用

に
対

す
る

応
募

者
数

が
減

少
し

て
し

ま
う

か
ら

ア
ル

バ
イ

ト
に

参
加

で
き

な
い

学
生

が
不

利
に

な
っ

て
し

ま
う

か
ら

担
当

者
の

負
担

が
大

き
く
な

っ
て

し
ま

う
か

ら

ア
ル

バ
イ

ト
は

そ
も

そ
も

採
用

を
目

的
と

し
て

実
施

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

か
ら

ア
ル

バ
イ

ト
の

仕
事

と
新

規
学

卒
者

と
し

て
求

め
る

能
力

、
資

質
が

異
な

る
か

ら

ア
ル

バ
イ

ト
は

現
場

の
仕

事
が

中
心

な
の

で
、

学
生

の
能

力
等

を
把

握
で

き
な

い
か

ら

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

0
5
0

1
0
0
(%

)

反
対

す
る

理
由

は
何

で
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

特
に

強
く
思

う
も

の
を

3
つ

ま
で

選
択

し
て

下
さ

い
。

(3
つ

ま
で

)
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P
a
ge

 4
9

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

検
討

す
べ

き
課

題 ア
ル

バ
イ

ト
の

期
間

ア
ル

バ
イ

ト
の

実
施

時
期

ア
ル

バ
イ

ト
に

適
し

た
仕

事
内

容
の

確
保

ア
ル

バ
イ

ト
学

生
に

対
す

る
報

酬
額

(時
給

)の
決

定

ア
ル

バ
イ

ト
後

に
自

社
に

就
職

し
て

く
れ

る
と

い
う

前
提

条
件

ア
ル

バ
イ

ト
と

採
用

活
動

の
関

連
に

関
す

る
自

社
内

の
制

度
・
ル

ー
ル

の
明

確
化

ア
ル

バ
イ

ト
と

就
職

活
動

の
関

連
に

関
す

る
行

政
の

指
針

や
指

導

ア
ル

バ
イ

ト
と

就
職

活
動

の
関

連
に

関
す

る
経

済
団

体
等

の
指

針
や

指
導

ア
ル

バ
イ

ト
と

就
職

活
動

の
関

連
に

関
す

る
日

本
全

体
の

制
度

・
ル

ー
ル

の
明

確
化

ア
ル

バ
イ

ト
と

就
職

活
動

の
関

連
に

関
す

る
大

学
と

の
制

度
・
ル

ー
ル

の
明

確
化

就
職

活
動

の
時

期
の

見
直

し

大
学

の
修

業
年

限
の

柔
軟

化

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

検
討

す
べ

き
課

題
は

な
い

0
5
0

1
0
0
(%

)

ア
ル

バ
イ

ト
を

学
生

の
能

力
把

握
に

活
用

す
る

場
合

、
検

討
す

べ
き

課
題

と
し

て
ど

の
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

お
考

え
で

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
あ

な
た

の
お

考
え

に
当

て
は

ま
る

も
の

を
す

べ
て

選
択

し
て

下
さ

い
。

賛
成

・
反

対
に

か
か

わ
ら

ず
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

P
a
ge

 5
0

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

8
.貴

社
の

概
要

最
後

に
、

貴
社

の
概

要
に

つ
い

て
お

う
か

が
い

い
た

し
ま

す
。

貴
社

の
従

業
員

数

～
2
9
人

3
0
～

9
9
人

1
0
0
～

2
9
9
人

3
0
0
～

4
9
9
人

5
0
0
～

9
9
9
人

1
,0

0
0
～

2
,9

9
9
人

3
,0

0
0
人

～

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

の
従

業
員

数
(正

社
員

の
み

)に
つ

い
て

、
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
当

て
は

ま
る

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。
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P
a
ge

 5
1

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

の
業

種

農
業

,林
業

、
漁

業

鉱
業

,採
石

業
,砂

利
採

取
業

建
設

業

製
造

業

電
気

・
ガ

ス
・
熱

供
給

・
水

道
業

情
報

通
信

業

運
輸

業
,郵

便
業

卸
売

業
,小

売
業

金
融

業
,保

険
業

不
動

産
業

,物
品

賃
貸

業

学
術

研
究

,専
門

・
技

術
サ

ー
ビ

ス
業

〔
法

律
事

務
所

、
経

営
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

業
、

広
告

業
な

ど
〕

宿
泊

業
,飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

生
活

関
連

サ
ー

ビ
ス

業
,娯

楽
業

〔
理

容
業

、
美

容
業

、
旅

行
業

、
映

画
館

、
ス

ポ
ー

ツ
施

設
提

供
業

な
ど

〕

教
育

,学
習

支
援

業
〔
学

習
塾

、
外

国
語

会
話

教
授

業
な

ど
〕

医
療

,福
祉

〔
病

院
、

保
健

所
、

福
祉

事
務

所
、

老
人

福
祉

・
介

護
事

業
な

ど
〕

複
合

サ
ー

ビ
ス

事
業

〔
協

同
組

合
な

ど
〕

サ
ー

ビ
ス

業
(他

に
分

類
さ

れ
な

い
も

の
)〔

廃
棄

物
処

理
業

、
自

動
車

整
備

業
、

職
業

紹
介

・
労

働
者

派
遣

業
、

警
備

業
、

経
済

団
体

な
ど

〕

そ
の

他
(具

体
的

に
: 

 )

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

の
業

種
に

つ
い

て
、

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

当
て

は
ま

る
も

の
を

一
つ

だ
け

選
択

し
て

下
さ

い
。

P
a
ge

 5
2

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

本
社

・
本

部
所

在
地

--
-

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

の
本

社
・
本

部
の

所
在

地
を

選
択

し
て

下
さ

い
。
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P
a
ge

 5
3

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

の
設

立
年

--
-

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

の
設

立
年

を
選

択
し

て
下

さ
い

。

P
a
ge

 5
4

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

業
種

・
業

界
全

体
に

お
け

る
従

業
員

の
過

剰
感

、
不

足
感

か
な

り
不

足
し

て
い

る

や
や

不
足

し
て

い
る

ほ
ぼ

適
切

や
や

過
剰

で
あ

る

か
な

り
過

剰
で

あ
る

0
5
0

1
0
0
(%

)

業
種

・
業

界
全

体
に

お
け

る
従

業
員

の
過

剰
感

、
不

足
感

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
に

お
感

じ
で

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
最

も
近

い
も

の
を

一
つ

だ
け

選
択

し
て

下
さ

い
。

65



P
a
ge

 5
5

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

に
お

け
る

従
業

員
の

過
剰

感
、

不
足

感

か
な

り
不

足
し

て
い

る

や
や

不
足

し
て

い
る

ほ
ぼ

適
切

や
や

過
剰

で
あ

る

か
な

り
過

剰
で

あ
る

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

に
お

け
る

従
業

員
の

過
剰

感
、

不
足

感
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

に
お

感
じ

で
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

最
も

近
い

も
の

を
一

つ
だ

け
選

択
し

て
下

さ
い

。

P
a
ge

 5
6

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

大
卒

の
新

規
学

卒
者

の
実

質
的

な
採

用
権

限

本
社

・
本

部
に

近
い

本
社

・
本

部
と

各
事

業
所

・
部

門
は

ほ
ぼ

同
程

度

各
事

業
所

・
部

門
に

近
い

0
5
0

1
0
0
(%

)

大
卒

の
新

規
学

卒
者

の
実

質
的

な
採

用
権

限
は

ど
こ

に
あ

り
ま

す
か

。
以

下
の

選
択

肢
の

中
か

ら
最

も
近

い
も

の
を

一
つ

だ
け

選
択

し
て

下
さ

い
。
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P
a
ge

 5
7

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

の
職

種
構

成

専
門

性
が

高
い

職
種

が
多

い
方

で
あ

る

専
門

性
が

高
い

職
種

が
や

や
多

い
方

で
あ

る

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

専
門

性
が

高
い

職
種

が
や

や
少

な
い

方
で

あ
る

専
門

性
が

高
い

職
種

が
少

な
い

方
で

あ
る

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

(あ
る

い
は

貴
社

が
属

し
て

い
る

業
界

)は
他

社
(・

他
業

界
)に

比
べ

て
専

門
性

が
高

い
職

種
が

多
い

で
す

か
。

そ
れ

と
も

少
な

い
で

す
か

。

P
a
ge

 5
8

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

の
人

員
配

置
や

人
事

異
動

ゼ
ネ

ラ
リ

ス
ト

的
な

面
が

多
い

や
や

ゼ
ネ

ラ
リ

ス
ト

的
な

面
が

多
い

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

や
や

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
的

な
面

が
多

い

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
的

な
面

が
多

い

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

は
他

社
に

比
べ

て
従

業
員

の
人

員
配

置
や

人
事

異
動

に
際

し
て

、
ゼ

ネ
ラ

リ
ス

ト
的

な
面

が
多

い
方

で
し

ょ
う

か
。

そ
れ

と
も

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
的

な
面

が
多

い
方

で
し

ょ
う

か
。

67



P
a
ge

 5
9

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

の
採

用
方

針

中
途

採
用

が
多

い
方

で
あ

る

や
や

中
途

採
用

が
多

い
方

で
あ

る

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

や
や

新
卒

採
用

が
多

い
方

で
あ

る

新
卒

採
用

が
多

い
方

で
あ

る

0
5
0

1
0
0
(%

)

貴
社

(あ
る

い
は

貴
社

が
属

し
て

い
る

業
界

)は
他

社
(・

他
業

界
)に

比
べ

て
中

途
採

用
が

多
い

方
で

す
か

。
そ

れ
と

も
新

卒
採

用
が

多
い

で
す

か
。

P
a
ge

 6
0

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

0
5
0

1
0
0
(%

)

学
生

の
採

用
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
就

職
活

動
に

つ
い

て
ご

意
見

、
ご

感
想

等
が

あ
り

ま
し

た
ら

ご
記

入
下

さ
い

。
(任

意
)
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P
a
ge

 6
1

※
回

答
中

に
ブ

ラ
ウ

ザ
の

「
戻

る
」
を

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
（
そ

れ
ま

で
の

回
答

が
無

効
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

）

0
5
0

1
0
0
(%

)

連
絡

先
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

企
業

名

所
属

役
職

記
入

者
名

連
絡

先
電

話
番

号
(ハ

イ
フ

ン
無

し
)

�
�

0
5
0

1
0
0
(%

)

�
�
��
�

本
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

の
概

要
版

を
8
～

9
月

に
公

表
す

る
予

定
で

す
。

以
下

に
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
記

載
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
、

当
該

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
に

該
当

U
R
L
を

記
載

し
た

メ
ー

ル
を

お
送

り
い

た
し

ま
す

。
(任

意
)

�
�
��
�

ま
た

、
本

ア
ン

ケ
ー

ト
は

匿
名

で
お

願
い

を
し

て
い

ま
す

が
、

今
後

の
研

究
に

際
し

て
、

よ
り

深
い

分
析

・
検

討
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

今
後

、
よ

り
詳

細
な

内
容

を
お

聞
き

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
れ

ば
、

以
下

に
企

業
名

、
所

属
・
役

職
・
記

入
者

名
・
連

絡
先

を
記

入
願

い
ま

す
。

本
欄

に
記

入
い

た
だ

い
て

も
貴

社
名

を
外

部
に

公
開

す
る

こ
と

は
一

切
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

(任
意

)
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